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春のような陽ざしのもと、残雪の中を走る秋田内陸線。
（3 月 8 日、羽後中里駅で撮影）

吹き飛ばせ !

・令和 2 年度 市がめざす姿
・仙北市の主要事業 / 予算

さぁ、　  に駆け出そう！春



1   

豊
か
な
農
林
業
振
興
関
連
事
業

農
業
夢
プ
ラ
ン
型
戦
略
作
目
等
生
産
基
盤

拡
大
事
業
費  ･････  

１
５
５
２
万
１
千
円

　

認
定
農
業
者
な
ど
に
対
し
、
米
に
依
存

し
な
い
複
合
経
営
へ
の
転
換
や
農
産
物
加

工
な
ど
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

仙
北
市
畑
作
園
芸
等
振
興
事
業
費
補
助
金

･･･････････････････････  

３
５
０
万
円

　

水
田
を
活
用
し
た
畑
作

へ
の
誘
導
を
図
る
た
め
、

施
設
園
芸
用
の
機
械
導
入

費
・
施
設
整
備
費
な
ど
へ

助
成
し
、
園
芸
作
物
を
取

り
入
れ
た
複
合
経
営
を
推

進
し
ま
す
。

農
業
用
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
導
入
事
業
費
等

補
助
金  ･･･････････････  

５
０
０
万
円

　

農
業
用
無
人
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
の
機
材

導
入
費
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

費
補
助
金  ･････････････････  

11
億
円

　

民
間
法
人
が
田
沢
湖
地
区
工
業
団
地
に

新
規
整
備
す
る
植
物
工
場
の
施
設
整
備
費

に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
費

･････････････････  

７
７
９
３
万
４
千
円

　
秋
田
県
が
行
う
田
沢
湖
生
保
内
南
地
区
・

田
沢
湖
神
代
地
区
の
農
地
集
積
加
速
化
基

盤
整
備
事
業
に
対
し
て
負
担
し
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
ほ
場
整
備
事
業
費

･････････････････  

３
４
３
５
万
９
千
円

　

秋
田
県
が
行
う
西
木
八
津
鎌
足
地
区
の

ほ
場
整
備
事
業
お
よ
び
角
館
中
川
地
区
・

角
館
大
瀬
蔵
野
地
区
・
角
館
前
田
地
区
の

調
査
計
画
策
定
事
業
に
対
し
て
負
担
し
ま

す
。

中
山
間
地
域
区
画
整
理
事
業
費
補
助
金

･･･････････････････････  

２
０
０
万
円

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
ほ
場
整
備
事

業
対
象
外
の
ほ
場
で
畦
畔
除
去
に
よ
る
区

中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業
費
補
助
金

･･･････････････････････  

５
０
０
万
円

　
市
内
中
小
企
業
の
起
業
、
新
分
野
進
出
、

事
業
拡
張
に
係
る
施
設
整
備
お
よ
び
機
械

購
入
費
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を

元
気
に
す
る
取
り
組
み

新

画
拡
大
を
図
る
取
り
組
み
へ
補
助
し
ま
す
。

森
林
経
営
制
度
管
理
事
業
費

･････････････････  

２
６
３
９
万
２
千
円

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
私
有
林

の
経
営
意
向
調
査
な
ど
の
森
林
整
備
お
よ

び
そ
の
促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
す
。

国
際
観
光
宣
伝
・
誘
客
事
業
費

･･････････････････  

１
８
５
万
３
千
円

　
海
外
に
向
け
た
観
光
宣
伝
活
動
や
外
国

語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
訪

日
外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
誘

客
を
推
進
し
ま
す
。

桜
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

･･･････････････････ 

３
１
７
万
７
千
円

　
角
館
町
落
合
・
古
城
山
地
区
お
よ
び
田

沢
湖
下
高
野
地
区
な
ど
の
桜
の
維
持
管
理

を
行
い
、
桜
を
活
か
し
た
地
域
振
興
を
図

り
ま
す
。

2   

創
造
性
あ
る

   

観
光
商
工
業
振
興
関
連
事
業

予
算
計
上
事
業
の
推
進
と

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
同
時
進
行
で

　

令
和
２
年
度
は
、
角
館
町
割
り
４
０
０

年
、
田
沢
湖
水
害
か
ら
60
年
、
玉
川
ダ
ム
竣

工
30
年
、
そ
し
て
合
併
か
ら
15
年
と
、
節

目
を
迎
え
る
行
事
が
多
い
年
度
で
す
。
そ

ん
な
中
、
４
年
目
と
な
る
総
合
計
画
の
検

証
で
は
、
評
価
対
象
１
０
２
事
業
の
う
ち
、

C
評
価
の
36
事
業
を
対
象
に
総
合
政
策
審

議
会
か
ら
検
証
・
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
戦
略
の
C
評
価
と
な
っ

た
39
事
業
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財

源
と
し
た
事
業
お
よ
び
地
方
創
生
推
進
交

付
金
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
の
検
証
と

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
見
な
ど

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
改
善
を
継
続
し
ま

す
。
第
２
次
仙
北
市
総
合
計
画
の
後
期
計

画
の
策
定
と
並
行
し
て
、
令
和
３
年
度
か

ら
７
年
度
を
計
画
年
度
と
す
る
第
２
期
総

合
戦
略
の
抜
本
的
な
改
定
を
実
施
し
ま
す
。

令和 2 年度
施政方針

こ
れ
ま
で
の
事
業
の

見
直
し
を
行
い
ま
す

新
角
館
庁
舎
が
完
成
し
ま
す

各
産
業
の
取
り
組
み

　

庁
舎
本
体
建
設
工
事
は
、
暖
冬
に
も
助

け
ら
れ
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
2

階
部
分
の
躯
体
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

4
月
中
旬
に
は
屋
根
の
工
事
が
始
ま
る
予

定
で
す
。
公
用
車
車
庫
建
設
工
事
に
つ
い

て
は
3
月
の
着
工
、
第
2
期
地
熱
利
用
工

　
商
工
業
は
、
地
場
産
業
の
振
興
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
、
田
沢
湖

黒
沢
工
業
団
地
に
地
元
企
業
が
植
物
工
場
の

整
備
を
計
画
し
、
今
後
設
立
予
定
の
現
地
法

人
を
奨
励
事
業
者
に
指
定
し
て
、
市
の
産
業

振
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
振
興
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
北
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
見
据
え
た
事
業
実

施
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
田

沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
を
母
体
と
す
る
「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」法
人
の
本
登
録
を
急
ぎ
ま
す
。

　
農
林
業
で
は
、
複
合
型
経
営
の
推
進
の
た

め
機
械
等
導
入
経
費
へ
の
支
援
を
継
続
す
る

ほ
か
、
ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
や
先
端
技
術

を
活
用
し
た
次
世
代
型
農
業
の
推
進
な
ど
で

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

事
に
つ
い
て
は
4
月
中
旬
の
着
工
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
第
1
駐
車
場
の
外
構
工
事

は
4
月
着
工
、
第
2
駐
車
場
の
外
構
工
事

は
7
月
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
予
定
は
、
公
用
車
車
庫
建
設
工
事

が
8
月
末
、
庁
舎
本
体
建
設
工
事
、
地
熱

利
用
工
事
、
駐
車
場
外
構
工
事
は
10
月
末

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
親
し
ま
れ
る
庁
舎
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　令和２年度が始まりました。新型コロナウイルスの対策などで、国内はか
つてない厳しい経済情勢となっています。県内屈指の観光・交流のまち仙北
市は、ほかのどんな市町村よりも深いダメージを被っていて、現在はその対
策に市民の皆さんと共に取り組む毎日です。戦いは長期になりそうです。
　今、重要なことは感染者を増やさない予防対策の徹底です。しかし過度な
自粛は、その体力さえ失いかねません。いずれ世界（WHO など）で安全宣
言が行われ、再び平穏な日常がやって来ます。私たちはその時、何か新たな
答えや価値の芽を手にしているはずです。このまま中国が世界の工場でよい
のか、人集めに頼らない経済や文化活動の姿、人混みの危険と過疎の優位性、
学校教育の在り方、地域医療の重要さ、デマ情報と消費行動、インバウンド
偏重の危険性…、これらを改善できるかどうかで、次代の有り様がまったく
違ってくると感じています。
　令和２年度は、新年度予算に盛り込まれた角館庁舎の建築や企業の育成・
誘致、企業会計改革などをしっかりと進めます。さらに、同時進行でコロナ
ウイルス対策、さらにその後の価値創造にも全力であたります。今後もご理
解とご協力をよろしくお願いします。

令和２年４月１日　　　仙北市長　門脇　光浩

令和 2 年度
主要事業
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ド
ロ
ー
ン
学
習
研
究
事
業
費

･･･････････････････  
１
６
８
万
７
千
円

定
住
対
策
推
進
事
業
費･･･

１
５
２
万
２
千
円

　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
利
用
促
進
、
移

住
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
、
移
住

者
向
け
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
お
よ
び
定
住
促

進
奨
励
金
な
ど
に
よ
り
移

住
定
住
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費

･････････････････  

１
２
７
９
万
３
千
円

　

都
市
圏
な
ど
か
ら
人
材
（
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
）
を
受
け
入
れ
、
新
た
な
視
点

や
発
想
に
よ
り
、
市
の
観
光
資
源
や
地
方

創
生
特
区
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

定
住
対
策
新
婚
世
帯
家
賃
助
成
事
業
費
補

助
金  ･･･････････  

１
１
６
３
万
８
千
円

　

定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
内
に
居

住
す
る
新
婚
世
帯
が
負
担
す
る
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
家
賃
に
助
成
し
ま
す
。

次
世
代
定
住
支
援
事
業
費
補
助
金

･････････････････････  

１
２
７
０
万
円

　
定
住
促
進
の
た
め
、市
内
に
住
宅
を
新
築・

購
入
す
る
45
歳
以
下
の
夫
婦
ま
た
は
子
育
て

世
帯
の
住
宅
取
得
費
に
助
成
し
ま
す
。

移
住
支
援
事
業
費
補
助
金
（
地
方
創
生
推

進
交
付
金
）  ････････････  

１
０
０
万
円

地
方
創
生
推
進
事
業
費

･･･････････････････  

１
５
８
万
５
千
円

　
「
仙
北
市
総
合
戦
略
」
の
改
定
を
行
う

ほ
か
、
地
方
創
生
特
区
を
活
用
し
た
全
般

の
取
り
組
み
に
よ
り
産
業
振
興
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

農
業
Ⅰ
ｏ
Ｔ
・
水
素
利
用
に
よ
る
産
業
創

造
事
業
費
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

･････････････････････  

２
２
７
０
万
円

　

農
業
ド
ロ
ー
ン
の
自
動
航
行
・
運
搬
実

証
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活

用
し
た
生
育
管
理
や
運
営
事
業
者
の
育
成

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
玉
川
温
泉
水
を
活

用
し
た
水
素
生
成
を
目
指
す
小
規
模
な
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
（
試
験
設
備
）
を
製

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業
費

･･･････････････････････  

８
８
６
万
円

　

自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
除
排
雪
や
雪
下

ろ
し
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

作
し
実
証
実
験
を
継
続
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推

進
事
業
費  ･････････････  

26
万
８
千
円

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
浸
透
を
図
る
と
と
も

に
、
東
北
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
サ
ミ
ッ
ト

へ
参
加
し
、
都
市
連
携
の
相
乗
効
果
に
よ

り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
農
村
再
生
事
業
費

（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

･････････････････  

１
０
２
６
万
２
千
円

　

近
未
来
技
術
を
活
用
し
た
次
世
代
の
農

業
（
ス
マ
ー
ト
農
業
）
の
推
進
に
よ
り
、

農
村
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
調

査
お
よ
び
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
整
備
事
業
費

････････････  
12
億
３
５
２
１
万
８
千
円

　

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
新
角
館
庁

舎
を
建
設
し
ま
す
。
本
年
12
月
の
開
庁
を

目
指
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

･･･････････････････  

５
４
６
万
７
千
円

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
個
別
施
設

計
画
に
も
と
づ
き
、
角
館
庁
舎
等
解
体
工

事
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
ふ
る
さ
と
便
事
業
費

････････････  

２
億
４
７
６
５
万
９
千
円

　
地
元
特
産
品
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
便

を
実
施
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　

中
学
校
に
お
け
る
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
学
習
の
実
践
研
究
を
推
進

す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど

の
教
材
を
配
備
し
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
費  ･･･････  

２
２
６
万
円

　

角
館
中
学
校
と
恵
文
高
級
中
学
（
台

湾
）、
生
保
内
中
学
校
と
北
投
国
民
中
学

（
台
湾
）
の
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

地
域
振
興
事
業
費  ･･･････  

９
０
０
万
円

　
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
住

民
の
要
望
や
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
緊

急
に
対
応
す
べ
き
事
案
に
迅
速
に
対
処
し

ま
す
。

再
災
害
防
止
対
策
事
業
費

･････････････････････  

３
３
５
０
万
円

　
複
数
回
災
害
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
、
徹
底
し
て
対
策
強
化
を
図
る
こ

定住支援情報は
コチラ！

仙
北
市
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
災
害

復
旧
事
業
費
補
助
金  ･････････  

20
万
円

　
災
害
に
よ
り
日
常
生
活
で
利
用
す
る
資

産
が
被
災
し
た
際
に
、
他
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
地
域
で
協

力
し
て
復
旧
に
取
り
組
む
事
業
へ
補
助
し

ま
す
。

教
育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
推
進
事
業
費

･･･････  （
小
学
校
）
４
８
７
０
万
３
千
円

･･･････  （
中
学
校
）
３
０
５
９
万
３
千
円

　

各
学
校
で
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
な
ど
周

辺
機
器
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

東
京
圏
か
ら
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
産

業
人
材
の
確
保
お
よ
び
移
住
促
進
の
た

め
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
対
象
法
人
へ
の
就

業
者
や
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
社
会

的
事
業
の
起
業
者
に
対
し
て
、
移
住
支
援

金
を
支
給
し
ま
す
。

国際交流推進室で作成した
海外向けプロモーション映像

〉〉YouTube

と
で
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き
る
生
活

環
境
に
向
け
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

福
祉
医
療
費･･･

２
億
１
２
３
２
万
１
千
円

　
仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
、
小・

中
学
生
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
な
ど
の

医
療
費
自
己
負
担
分
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。

誕
生
祝
支
給
事
業
費 ･･･ 

２
７
０
万
８
千
円

　

新
生
児
の
誕
生
を
祝
う
た
め
、
誕
生
児

童
1
人
に
つ
き
3
万
円
の
祝
金
を
支
給
し

ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
保
育
料
助
成
事
業
費

･････････････････  

２
０
５
０
万
３
千
円

　

私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
、
認
可
保
育
所

お
よ
び
地
域
型
保
育
事
業
な
ど
の
利
用
者

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

3   

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

   

関
連
事
業

4   

優
し
さ
に
あ
ふ
れ
る

   

福
祉
・
子
育
て
関
連
事
業

5   
個
性
豊
か
な

   
教
育
推
進
関
連
事
業

6   

ふ
る
さ
と
を
元
気
に
す
る

   

定
住
関
連
事
業

7   

新
た
な
創
造
特
区
関
連
事
業

8   
そ
の
他
事
業

新

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
観
光
ま
ち

づ
く
り
事
業
費(

地
方
創
生
推
進
交
付
金)

･････････････････  

２
８
６
５
万
４
千
円

　
観
光
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築

し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
環
境
整
備
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
外
国
人
材
に
よ
る
情
報
発
信
な

ど
を
行
い
ま
す
。

令和 2 年度
主要事業
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公債費  20 億 8,761 万 5千円（9.7％）

人件費
35 億 7,732 万 9千円

（16.7％）

物件費
22億5,389万7千円（10.5％）

補助費等
48 億 3,647 万 2 千円

（22.6％）

普通建設事業費
37 億 143 万 3 千円

（17.2％）

積立金  4 億 8,312 万 8千円（2.3％）

繰出金  14 億 4,510 万 9千円（6.7％）

その他  6 億 7,492 万 9千円（3.1％）
扶助費
22 億 8,944 万 1 千円（10.7％）

維持補修費
1 億 1,064 万 7千円（0.5％）

人件費 … 職員の給料や議員報酬などのお金
物件費 … 消耗品の購入や委託料など消費的性質のお金
維持補修費 … 道路や公共施設の維持管理のためのお金
扶助費 … 子どもやお年寄り、 体の不自由な方などを支援するためのお金
補助費等 … 各種団体に対する助成や一部事務組合へ負担するなどのお金

普通建築事業費 … 道路や公共施設の建設や改修のお金
公債費 … 事業を行うため市が借り入れたお金の返済金
積立金 … 基金を積み立てるためのお金
繰出金 … 他会計や基金への積み立てなどにかかるお金
その他 … 災害復旧事業費、 投資及び出資金、 貸付金、 予備費など

会計名 令和 2 年度予算額 令和元年度予算額 比較 伸び率
一般会計 214 億 6,000 万円 211 億 1,600 万円 3 億 4,400 万円 1.6％

特別会計 79 億 2,595 万円 89 億 508 万 1 千円 △ 9 億 7,913 万 1 千円 △ 11％

集中管理特別会計 40 億 3,152 万 5 千円 34 億 540 万 2 千円 6 億 2,612 万 3 千円 18.4％

下水道事業特別会計 0 円 7 億 771 万 7 千円 △ 7 億 771 万 7 千円 皆減
集落排水事業特別会計 0 円 7 億 4,798 万 6 千円 △ 7 億 4,798 万 6 千円 皆減

浄化槽事業特別会計 0 円 1 億 11 万 1 千円 △ 1 億 11 万 1 千円 皆減
国民健康保険特別会計

（事業勘定）
28 億 6,610 万 6 千円 29 億 5,162 万 1 千円 △ 8,551 万 5 千円 △ 2.9％

国民健康保険特別会計
（田沢診療施設勘定）

0 円 944 万 6 千円 △ 944 万 6 千円 皆減

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

8,959 万 1 千円 9,108 万 4 千円 △ 149 万 3 千円 △ 1.6％

後期高齢者医療特別会計 3 億 3,110 万 1 千円 3 億 923 万 5 千円 2,186 万 6 千円 7.1％

介護保険特別会計 4 億 6,653 万 1 千円 4 億 5,598 万 5 千円 1,054 万 6 千円 2.3％

生保内財産区特別会計 8,411 万 6 千円 7,559 万 1 千円 852 万 5 千円 11.3％

田沢財産区特別会計 4,810 万円 4,714 万 1 千円 95 万 9 千円 2.0％

雲沢財産区特別会計 888 万円 376 万 2 千円 511 万 8 千円 136.0％

企業会計 90 億 7,471 万円 68 億 1,723 万 1 千円 22 億 5,747 万 9 千円 33.1％

病院事業会計 54 億 4,634 万 5 千円 55 億 5,480 万 1 千円 △ 1 億 845 万 6 千円 △ 2.0％

温泉事業会計 9,279 万 9 千円 9,014 万 6 千円 265 万 3 千円 2.9％

水道事業会計 16 億 8,936 万 1 千円 11 億 7,228 万 4 千円 5 億 1,707 万７千円 44.1％

下水道事業会計 18 億 4,620 万５千円 0 円 18 億 4,620 万５千円 皆増

一般会計・特別会計・企業会計予算総括表

　令和２年度当初予算については、国の「新経済・財政再生計画」にもとづく歳出改
革が推進される中、将来に持続可能な行財政運営の基礎を固めるべく、すべての事業
を聖域なく厳しい視点で精査し、「第２次仙北市総合計画」および計画の最終年度とな
る「仙北市総合戦略」に掲げる目標達成に向け、真に必要な事業を厳選した編成とし
ています。
　一般会計では、前年度と比べ 3 億 4,400 万円の増額となる 214 億 6,000 万円の予算
規模となっています。

　義務的経費は、人件費が会計年度任用職員制度の導入
などにより 6 億 4,040 万 2 千円増額の 35 億 7,732 万 9
千円、公債費が 7,898 万 6 千円減額の 20 億 8,761 万 5
千円となっています。
　また、投資的経費のうち普通建設事業費では、強い農
業・担い手づくり総合支援事業費補助金が 10 億 9,904 万
6 千円増額となったものの総合給食センター建設事業費、
庁舎耐震化事業費、小学校施設大規模改造事業費などの
減額により3億883万円減額の37億143万3千円となっ
ています。

　市税は、給与所得などの低下による個人市民税の減額および税制改正に伴う法人税割の引き下げによる法人市民税など
の減額により、1,595 万８千円減額の 26 億 665 万円となっています。地方交付税は 5,000 万円増額の 86 億 3,000 万円
を計上しています。
　また、市債は、総合給食センター建設事業債などの減額により 10 億 3,110 万円減額の 28 億 2,070 万円、うち臨時財政
対策債は 5,000 万円減額の 3 億 3,000 万円となっています。

384億6,066万円 （前年度比４.4% 増）

一般会計 214 億 6,000 万円

79 億 2,595 万円

90 億 7,471 万円

地方交付税
86 億 3,000 万円

（40.2％）

市税
26億 665万円

（12.2％）

使用料及び手数料
2億 4,153 万 5千円

（1.1％）

繰入金
12 億 2,362 万 2千円

（5.7％）

譲与税・交付金
8億 7,856 万円（4.1％）

諸収入　7億 3,906 万 6千円（3.5％）

その他
4 億 5463 万 9 千円（2.1％）

国庫支出金
17億 5,421 万 3千円（8.2％）

県支出金
21 億 1,101 万 5千円（9.8％）

市債　28 億 2,070 万円（13.1％）

自主財源（24.6％） 依存財源（75.4%） 特別会計

企業会計

　その他の経費では、物件費が会計年度任用職員制度の
導入に伴う臨時職員制度の廃止、西木地区認定こども園
の法人化に伴う管理運営業務委託料および給食業務委託
料の減額などにより 5 億 7,451 万 2 千円減額の 22 億
5,389 万 7 千円、補助費等が下水道事業、集落排水事業
および浄化槽事業への地方公営企業法適用による補助金

（適用前は繰出金）、西木地区認定こども園の法人化に伴
う社会福祉法人に対する補助金の増額などにより 12 億
3,253 万 2 千円増額の 48 億 3,647 万 2 千円となってい
ます。

市
民
が
創
る
誇
り
あ
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て

令和2年度
予算

令和2年度
予算

令和２年度 市の 予算総額

一般会計予算の状況（歳入）

歳入の内訳

一般会計予算の状況（歳出）

歳出の内訳（性質別）

市税 … 市民税や固定資産税など
使用料及び手数料 … 施設使用料や戸籍等の証明書交付手数料など
繰入金 … 他の会計 ・基金から繰り入れしたお金
諸収入 … 貸付金の元利収入など
譲与税 ・ 交付金 … 地方譲与税、 各種交付金など

地方交付税 …地域間の財政力格差を調整するために国から交付されるお金
国庫支出金 … 特定の事業に対し、 国から交付される補助金など
県支出金 … 特定の事業に対し、 県から交付される補助金など
市債 … 大きな事業を行うために借り入れるお金
その他 … 財産収入や寄附金、 分担金及び負担金など
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協
定
を
取
り
交
わ
し
た
大
仙
・
仙
北
測
量
設
計
業
協
会
の
飛

澤
名
臣
会
長
（
右
）
と
門
脇
市
長
（
左
）。

　
３
月
13
日
、
仙
北
市
と
大
仙
・
仙
北
測
量

設
計
業
協
会
（
会
員
24
社
・
賛
助
会
員
2
社
）

が
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
多
発
し
大
き
な
被
害
を
受

け
る
傾
向
に
あ
る
自
然
災
害
や
大
規
模
な
事

故
な
ど
が
仙
北
市
で
発
生
し
た
り
、
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
道
路
や
河
川
な

ど
の
被
災
状
況
を
調
査
し
応
急
対
策
を
検
討

す
る
た
め
に
、
協
会
へ
業
務
の
応
援
を
要
請

災
害
時
の
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
を
締
結

仙
北
市

大
仙
・
仙
北
測
量
設
計
業
協
会

×

で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
業
務
を
実
施
で
き
る
協
会
員
を
推

薦
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
に
初
期

対
応
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
仙
市
、
美
郷
町
と
も
結

ん
で
お
り
、
平
成
29
年
の
秋
田
県
豪
雨
災
害

の
際
、
大
仙
市
と
の
間
で
こ
の
協
定
の
効
果

が
発
揮
さ
れ
、
現
地
の
調
査
・
被
災
箇
所
の

測
量
・
実
施
設
計
ま
で
迅
速
な
対
応
が
で
き

た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生

し
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
万
が
一
起
き

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
な
災
害
復
旧

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
締
結
式
で
仙
北
市
長
は
「
各
地
で
自
然
災

害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
昨
今
、
今
回
の

協
定
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
こ
の
協
定
で

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
マ
ン
パ
ワ
ー

を
集
中
さ
せ
た
初
動
対
応
の
力
が
高
ま
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
協
会
の
飛
澤
名

臣
会
長
は
「
地
域
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
協
会
と
し
て
は
重
要
な
使

命
と
考
え
て
い
る
。
災
害
が
な
い
こ
と
が
一

番
だ
が
有
事
の
際
は
協
会
で
で
き
る
こ
と
は

責
任
を
も
っ
て
業
務
遂
行
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
29
日
、
鈴
木

ト
メ
ノ
さ
ん

（
田
沢

湖
卒
田
）
が
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
自
宅
で
お
祝

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

仙
北
市
か
ら
お
祝
い

と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

お
め
で
と
うござ

い
ま
す

百
寿

中央がトメノさん。

倉橋副市長（左）からユキさん（右）に手渡されました。

　

3
月
15
日
、
鈴

木
ユ
キ
さ
ん

（
角

館

町

白

岩

）

が

１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
仙
北

市
か
ら
お
祝
い
と

花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

角館の桜まつり　

角館の桜まつり

かたくり群生の郷

刺巻水ばしょう祭り

場所  　田沢湖刺巻湿原
　　  　仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」 　☎ 43-2111

　  　　西木町小山田八津・鎌足地区
 　　　 西木観光案内所　☎ 42-8480 ／ かたくり館　☎ 47-3535

場所  　桧木内川堤、武家屋敷通りほか
　　　  角館の観光行事実行委員会（仙北市観光課内）
　　  　☎ 43-3352

仙北市の

花
まつり

　保存会での協議の結果、「かたくり群生の郷」は、新型コロナウイルス感
染症の予防対策として、令和２年度は開園しないことになりました。
　かたくり館内での特産品などの販売は普段どおりですが、「かたくり群生
の郷」としての出店などはありません。

　実行委員会での協議の結果、令和 2 年度の「角館の桜ま
つり」のイベント内容は規模を縮小して実施します。昼夜
の来客分散のためライトアップは昨年同規模で行い、武家
屋敷通りの交通規制についても密集化を軽減して実施する
予定です。
　その他の交通規制、夜間駐車、出店、特設ステージの設置、
実行委員会の協賛イベントなどは行わない予定です。
　また、今年は現地に来られない方のために、「角館の桜
2020 インスタフォトコンテスト」を実施します。市民の皆
さんのたくさんの参加で、角館の桜の魅力を世界に届けま
せんか。

角館の桜 2020 
インスタフォトコンテストの
詳細はこちらから！

◀◀◀

問
場所

問

場所
問

（3 月 25 日現在）

場所

　実行委員会での協議の結果、令和 2 年度の「刺巻水ばしょう祭り」は新
型コロナウイルス感染症の予防対策として、実施しないことになりました。
民謡・手踊り・お囃子などのイベント、お食事・特産品販売の出店などはい
ずれもありません。
　なお、湿原内の木道は普段どおりの散策は可能で、国道 46 号付帯の駐車
帯、および隣接の駐車用地は駐車が可能です。

YouTube に仙北市の
花まつりを投稿してい
ます！
QR コードをチェック !

  仙北市ホームページ 検索

情勢の変化などにより変
更となることがあります。
最新情報は仙北市ホーム
ページをご確認ください。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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秋田県後期高齢者医療広域連合

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度（
令

和
２
年
度
）か
ら
保
険
料
率
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
方
に
適

用
さ
れ
る
保
険
料
の
軽
減
割
合
に
つ
い
て
も
、
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
改
定
後
の
保
険
料
率
に
も
と
づ
く
保
険
料
額
は
、
７
月
中
旬
頃
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問合せ
業務課　☎018-853-7155
総務課　☎018-838-0610

　２年ごとに改定される保険料は、「秋田県後期高齢者医療広域連合」が決定しています。市町
村では、広域連合で決定した保険料率にもとづき、保険料の通知書や納付書を皆さまに送付し
ています。
　今回の保険料率改定においては、医療費の増加や健診費用の助成を行う高齢者保健事業の拡
大などを要因として、皆さまに納めていただく保険料を引き上げることにな
りました。算定の経緯については、広域連合のホームページ（http://www.
akita-kouiki.jp/）でも紹介していますのでご参照ください。また、保険料率
改定に関する疑問・質問については、下記までお問い合わせください。 秋田県後期高齢者医療

広域連合ホームページ

保険料率の算定について

〈※〉制度加入後2年間のみ適用

世帯の総所得金額などの基準
（世帯主＝世帯主 + 被保険者全員）

前年度まで 今年度から
軽減割合 均等割額 軽減割合 均等割額

基礎控除額（330,000円）以下 8.5割 5,965円 7.75割 9,697円

被保険者全員が年金収入80万円
以下で、その他の所得がない 8割 7,942円 7割 12,930円

被保険者の数×285,000円
+ 基礎控除額（330,000円）以下 5割 19,855円 5割 21,550円

被保険者の数×520,000円
+ 基礎控除額（330,000円）以下 2割 31,768円 2割 34,480円

後期高齢者医療制度加入前に職場の社会
保険などの被扶養者であった方〈※〉

5割 19,855円 5割 21,550円

均等割額の軽減割合が変わります

後期高齢者医療保険料の内訳

保険料額
所得割額

被保険者本人の所得
に応じて負担

均等割額
被保険者全員が等し
く負担

※ 100 円未満は切り捨て

＝ ＋

前年度まで

均等割額 39,710円

所得割率 8.07％

今年度から

均等割額 43,100円

所得割率 8.38％

保険料率が変わります

前年度まで
62万円

今年度から
64万円

保険料の賦課限度額が変わります

　
仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
4
月
６
日
よ
り
、

安
心
で
安
全
な
給
食
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
食

に
つ
い
て
の
習
慣
や
知
識
を
楽
し
く
身
に
つ
け
る
た
め
の
学

習
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
偏
食
の
改
善
や
食
文

化
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
の
深
化
に
つ
な
が
る「
家
族
と
と
も

に
歩
む
学
校
給
食
」、
仙
北
市
産
の「
あ
き
た
こ
ま
ち
」を
使

用
し
、
地
場
産
物
や
郷
土
料
理
な
ど
を
取
り
入
れ
、
郷
土
の

文
化
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
よ
う
、「
地
域
と
結
ぶ
学
校
給

食
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
仙
北

市
に
住
む
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
質
の
高
い
給
食
を
提

供
し
ま
す
。

　

安
全
か
つ
効
率
的
に
調
理
し
、
炊

き
た
て
の
米
飯
、
で
き
あ
が
っ
た
給

食
は
保
温
性
の
高
い
食
缶
を
使
う
こ

と
で
、
温
か
い
ま
ま
各
学
校
へ
配
送

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪ 名称　仙北市総合給食センター
▪ 建設年度　平成30 ～令和元年度
▪ 所在地　西木町西荒井字番屋175番
▪ 敷地面積　7901.10㎡
▪ 延床面積　1899.19㎡
▪ 建築構造　鉄骨造一部2階建て
▪ 調理能力　1日2,000食
▪ 配送学校　全12校
　仙北市立小中学校（11校）
　秋田県立大曲支援学校せんぼく校（1校）
▪ 厨房方式　ドライシステム
▪ 調理ライン　1献立
▪ 建物完成　令和2年3月13日
▪ 供用開始　令和2年4月6日（予定）

　

秋
田
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）の

取
得
を
念
頭
に
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
、
次
の
管
理
方
法
を
建
物
設
計
に
反
映
し

ま
し
た
。

１  

汚
染
作
業
区
域
と
非
汚
染
作
業
区
域
の

床
面
の
色
を
変
え
る
こ
と
で
、
作
業
区

域
を
明
確
化
。

2  

作
業(

食
品)

動
線
を
一
方
向
と
し
食
品

の
後
戻
り
を
防
ぐ
ワ
ン
ウ
ェ
イ
動
線
を

確
立
。

3  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
専
用
調
理
室

を
完
備
。

4  

最
新
の
調
理
設
備
・
機
器
を
導
入
し
効
率

性
を
向
上
。

5  

断
熱
性
と
気
密
性
の
高
い
各
作
業
室
を

構
築
。

6  

異
物
・
害
虫
混
入
な
ど
の
侵
入
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
外
の
空
間
と
極
力
交
わ
ら

な
い
設
備
を
導
入
。(

外
調
機
／
ド
ッ
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど)

7  

事
務
員
と
調
理
作
業
員
の
エ
リ
ア
を
区

分
し
、
衛
生
管
理
に
配
慮
し
た
レ
イ
ア

ウ
ト
。

施
設
の
特
徴

次
の
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
！

仙北市総合給食センター　☎49-6401　FAX 49-6402

安
心
・
安
全
な
給
食
を
お
届
け
し
ま
す

問合せ

仙北市総合給食センターが
完成しました！

食器も新しくしました！

施設の概要

？※ＨＡ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）と
は
？

　
食
品
製
造
工
程
の
管
理
を
徹
底
し
、
食
品
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
衛
生
管
理
手
法
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検
収
室

１

ア
レ
ル
ギ
ー
調
理
室

８

2 肉・魚類下処理室

３ 野菜類下処理室

4 炊飯室

５ 煮炊き調理室

６ 揚物・焼物・蒸物調理室

７ 和え物調理室

９ 洗浄室

10 コンテナ室（消毒室）

11 配送口

11 回収口

各
学
校
へ
美
味
し
い

給
食
を
届
け
ま
す
！

各
学
校
か
ら
、
み
ん
な
が

も
り
も
り
食
べ
た
後
の
食

器
類
が
戻
っ
て
き
ま
す
！

１ 検収室

野菜類、肉・魚・卵類、米穀
類それぞれの荷受室に納品
された食材を検品し、各々
専用容器や冷蔵庫などで保
管します。

肉類や魚類、それぞれの食
材に下味をつけ調理準備を
行います。

２ 肉 ･ 魚類下処理室

３ 野菜類下処理室

野菜や果物、根菜処理スペー
スで処理された根菜類を流
水で３回以上きれいに洗い、
汚れを落とします。

４ 炊飯室

最新の炊飯システムにより、
洗米から炊飯、蒸らしなど
の主要な工程を自動化して
います。

５ 煮炊き調理室

蒸気回転釜（６台）により、
最大で 2,000食を１献立で
調理します。

６ 揚物 ･ 焼物 ･ 蒸物調理室

大型フライヤーと温度セン
サーで加熱コントロールが
できるスチームコンベク
ションオーブン (2台 ) で美
味しく調理します。

洗浄後の「食器」「食缶」「給
食コンテナ」について、熱
風による部屋全体の加熱・
殺菌消毒を実施し､ 翌日の
積込に備えます。

10 コンテナ室 ９ 洗浄室

各学校より回収された「食
器」「食缶」「給食コンテナ」
を洗浄機で洗います。

11 配送口／回収口

ドッグシェルターにより、
運送車両と建物に気密を持
たせ、外部の気象条件に左
右されずコンテナの出し入
れを行えます。

７ 和え物調理室

パススルー方式の真空冷却
機で冷却された食材を和え
物釜1台で安全に調理しま
す。

８ アレルギー調理室

アレルギーのある食材の混
入を防ぐため専用の調理室
で調理します。

お米

肉・魚
卵など

野菜など

  汚染作業区域
  非汚染作業区域（加熱前）
  非汚染作業区域（加熱後）

  準備室・前室
  調理員専用エリア
  管理部門

運送車両との間は隙
間 な く 密 着 さ せ る
こ と が で き ま す！

直 径 は 約1m ！

手を清潔に保つように
手 洗 器 は 自 動！　　

汚染作業区 非汚染作業区

仙北市総合給食センターが
完成しました！

施設の特徴
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ホームページ https://www.city.semboku.akita.jp/
ｆａｃｅｂｏｏｋ https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　　☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159
市 information

役所からのお知らせ▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

　市内に住宅を新築または建売住宅を購入
する子育て世帯や 45歳以下の夫婦の定住・
移住を応援するため、①の補助金を交付し
ます。
　令和２年度内に住宅を取得する予定の方
は、②の提出書類などにより、期限までに
必要書類を提出してください。
　 提 出 書 類 は、 仙 北 市 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.city.semboku.akita.jp/
egukite/jisedai_teijyu.html）に 掲 載 し
ているほか、地方創生・総合
戦略室、角館・西木地域セン
ターに設置しています。

着工・完成時期 提出書類 提出期限 添付書類

令和元年度に実施計画書
を提出した方で、令和２
年3月31日以前に工事
に着手し、令和２年度内
に工事が完了し登記が完
了する方

交付申請書
令和2年

4月1日以降
速やかに

▼定住誓約書（様式第2号）

▼世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの）

▼  世帯全員の市区町村税の滞納がないことを証する書類

▼  世帯全員の戸籍の附票（移住世帯に該当しない場合は不要）

令和2年4月1日以降に
工事に着手し、令和2年
度内に工事が完了し登
記が完了する方

交付申請書
令和2年

4月1日以降の
工事着手前に

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（案内図、配置図、平面図など）

▼定住誓約書（様式第2号）

▼世帯全員の住民票（世帯主と続柄を省略しないもの）

▼  世帯全員の市区町村税の滞納がないことを証する書類

▼  世帯全員の戸籍の附票（移住世帯に該当しない場合は不要）

2

補助対象 補助の種類 補助金額など 補助限度額

新築または
建売住宅の

取得

定住世帯 1世帯　40万円
移住世帯 1世帯　60万円

子育て加算
18歳以下の子どもや高
校などに在学する子ど
も 1人につき 10万円

1世帯
20万円

市内施工
業者加算

市内施工業者が工事を
行う場合10万円

1

※この次世代定住支援事業補助金は、制度の運用期間が令和3年3月31日まで
となっています。令和2年度内に工事が完了し登記が完了したものが対象とな
ります。

住・移住する子育て世帯などの住宅取得を支援します
（次世代定住支援事業補助金）定 【問合せ】地方創生・総合戦略室

（田沢湖庁舎） ☎（43）3315

補助金の額

提出書類など

詳しくはこちら

定
住
補
助
金
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

　
仙
北
市
で
は
、
若
者
の
市
内
定
着
、
移

住
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
の
各
種
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
請
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w

w
.city.sem

boku.
akita.jp/egukite/index.htm

l

）
ま
た

は
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
婚
さ
ん
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
家
賃
を

一
部
助
成
し
ま
す

 

定
住
対
策
新
婚
世
帯
家
賃
助
成
金 

● 

夫
婦
と
も
に
婚
姻
届
出
日
に
満
50
歳
以

下
で
届
出
か
ら
３
年
以
内
の
新
婚
世
帯

が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し

た
場
合
、
家
賃
の
２
分
の
１（
月
額
上

限
２
万
円
）を
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か

ら
助
成
。

市
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
の

定
住
を
応
援
し
ま
す

 

定
住
促
進
奨
励
金 

● 

市
外
に
５
年
以
上
在
住
し
て
い
た
方
が

仙
北
市
に
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
住
宅
を
取
得
し
、
移
住
し
た
場
合
、

納
め
た
固
定
資
産
税
額
相
当
額
を
、
課

税
さ
れ
る
初
年
度
か
ら
３
年
度
助
成
。

空
き
家
の
家
財
道
具
な
ど
を
処
分
す
る

費
用
を
助
成
し
ま
す

 

空
き
家
家
財
道
具
等
整
理
補
助
金 

● 

仙
北
市
空
き
家
情
報
登
録
制
度（
空
き

家
バ
ン
ク
）に
登
録
し
た
空
き
家
の
所

有
者
に
対
し
、
売
買
契
約
が
成
立
し
家

財
道
具
な
ど
を
処
分
す
る
場
合
、
処
分

費
用
の
２
分
の
１（
上
限
10
万
円
）を
助

成
。

東
京
圏
か
ら
の
Ａ
タ
ー
ン
就
職
を

お
考
え
の
方
へ

 

移
住
支
援
事
業
費
補
助
金 

● 

5
年
以
上
、
東
京
23
区
在
住
ま
た
は
東

京
圏（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
）か
ら
東
京
23
区
に
通
勤
し

て
い
た
方
が
、
秋
田
県
に
登
録
さ
れ
て

い
る
対
象
法
人
に
新
規
就
業
し
、
仙
北

市
に
転
入
す
る
場
合
、
移
住
支
援
金
と

し
て
世
帯
１
０
０
万
円
、
単
身
60
万
円

を
支
給
。

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

　
４
月
１
日
か
ら
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金

の
請
求
が
開
始
と
な
り
ま
す
。
請
求
受
付

は
社
会
福
祉
課（
西
木
庁
舎
）で
受
け
付
け

ま
す
が
、
申
請
者
の
高
齢
化
な
ど
を
考
慮

し
、
最
寄
り
の
地
区
で
の
受
け
付
け
を
６

月
中
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
程
の
詳
細

は
６
月
１
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

仙
北
市
障
が
い
者（
児
）

タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業

　
在
宅
の
障
が
い
者
な
ど
の
外
出
支
援

を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金

の
一
部
と
し
て
使
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
給
付
し
て
お
り
、
令
和
２
年

度
分
の
申
請
は
４
月
よ
り
次
の
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

● 

対
象
に
な
る
方
／
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を

お
持
ち
の
方

▼ 

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

▼ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

▼ 

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
難
病
患
者
の

方
※
施
設
入
所
者
は
除
く

● 

利
用
券
に
つ
い
て
／
５
０
０
円
券
と

１
０
０
円
券
で
、
合
計
１
万
５
千
円

分
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
年
度
内
で
あ

れ
ば
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

● 

申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課（
西
木
庁

舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

● 

必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

ま
た
は
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受

給
者
証

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を

給
付
し
ま
す

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
田
や
畑
、
一

部
の
山
林
・
原
野
な
ど
を
農
用
地
以
外
の

用
途（
住
居
、
工
場
、
資
材
置
場
、
駐
車

場
な
ど
）に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
業
振

興
地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
内
か
ら
除

外
す
る
場
合
は
、
次
の
除
外
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

● 

要
件
／

▼ 

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地

が
な
く
、
ま
た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥

当
な
面
積
で
あ
る
こ
と
。

▼ 

除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
、
農

作
業
の
効
率
化
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振
興
地
域
除
外
・
編
入
申
請
受
付
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

▼ 

周
辺
の
担
い
手
な
ど
の
農
用
地
の
利
用

の
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

▼ 

土
地
改
良
施
設（
農
道
や
水
路
な
ど
）に

支
障
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

▼ 

土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な

い
こ
と
、
実
施
済
み
の
場
合
は
完
了
後

８
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

※ 

除
外
要
件
な
ど
詳

し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
受
付
期
間

４
月
１
日
㈬
～

５
月
８
日
㈮

建
設
課
の
会
計
年
度
任
用

職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】建
設
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
４

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
元
々
の
臨

時
職
員
の
こ
と
で
、
こ
の
度
の
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
大
き
く
制
度
が
変
わ

り
ま
す
。

● 

業
務
内
容
／
建
設
機
械
運
転
員
兼
建
設

作
業
員

※ 

大
型
特
殊
免
許
、
車
両
系
建
設
機
械
免
許
が

必
要
。

● 

勤
務
地
／
建
設
課（
西
木
庁
舎
）

● 

募
集
人
数
／
１
人

※ 

募
集
の
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

● 

募
集
期
限
／
４
月
15
日
㈬ 

17
時
ま
で

● 

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
）と
履
歴
書
を

建
設
課
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送
不

可
）。

● 

選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
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information市 役所からのお知らせ ホームページ https://www.city.semboku.akita.jp/
ｆａｃｅｂｏｏｋ https://www.facebook.com/sembokucity

▼桧木内出張所（サポートセンター）　　☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

4 月19 日㈰　午前6 時～

【問合せ】市民生活課（角館庁舎）　☎43-3308

各地区・各町内会の
皆さまのご協力を
お 願 い し ま す。　

自宅周り、地区や町内の会館周り、沿道、
側溝、桧木内川堤（角館地区）など

場所

　「燃えるごみ」と「燃えないごみ」を別々
のごみ袋に集め、地区・町内のごみ集積

所に出してください。
　使用する袋は市指定のごみ袋のほか、スーパーの
レジ袋でも結構ですが、使用する袋には必ず「クリー
ンアップ（○○町内）」と大きく書いてください（未
記入のものは回収しません）。ただし、肥料袋は使
用しないでください。

集め方

次の日から通常のごみ収集とあわせて随
時行います。

　（ごみの収集曜日の関係で、「燃えないごみ」の回収が
遅くなる地区もありますがご了承願います。）
※ 平日の８時30分～ 16時30分までであれば「燃えるごみ」

は北部ごみ処理センター、「燃えないごみ」は各地区の一般廃
棄物最終処分場へ直接搬入しても結構です。その際は、必
ずクリーンアップのごみとお伝えください。

※ 当日に実施できない場合は地区の事情に合わせて変更可能で
すが、4月19日以外に開催する場合は収集業者との調整な
どがありますので、市民生活課までご連絡をお願いします。

※ 家電や粗大ごみを発見した場合はご連絡をお願いします。
※作業中の事故などには十分ご注意ください。

回収
方法

の 一斉クリーンアップ春

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
、
お
手
元
に
発
行
通
知
書
の
ハ
ガ

キ
が
届
い
て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行
い

ま
す（
交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
で
の
交
付
窓
口
は

角
館
庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
で
ご
連

絡
を
く
だ
さ
い（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
場
所
が
田
沢
湖
庁
舎
、
西
木

庁
舎
に
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
２

日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
角
館

庁
舎
で
受
け
取
り
が
可
能
で
す
）。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

つ
い
て
は
原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

市
民
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
７

● 

時
間
外
交
付
日
時
／
４
月
8
日
、
22
日
、

5
月
13
日
、27
日
、6
月
10
日
、24
日（
毎

回
水
曜
日
） 

17
時
15
分
～
19
時

● 

持
参
す
る
も
の
／
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
発
行
通
知
書
の
ハ
ガ
キ　
▼
本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
１
点
。
こ
れ

ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

証
ま
た
は
年
金
手
帳〈
年
金
証
書
で
も

可
〉お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」ま
た

は「
氏
名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書

類〈
社
員
証
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者

証
な
ど
〉）　
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

カ
ー
ド（
紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、

紛
失
届
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の

方
の
み
）　
▼
印
鑑

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発

行
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 令

和
２
年
度
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度（
令
和
２
年
4
月
か
ら
令
和
３
年

3
月
分
ま
で
）の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、
月
額

1
万
６
５
４
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
で
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。 

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し

て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収
の
手

続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限

ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方（
※
）の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
ま
た
は
大
曲
年

金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※ 

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す

る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
も

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生

の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す
る
学
生

な
ど
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
）

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
申
請
の
継
続
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
に

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
２

年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に
、
３
月
末
に

基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式

の【
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
】

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ

と
で
令
和
２
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す（
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付

は
不
要
で
す
）。

　
た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど
に
変
更
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
通
常
の
申
請
書
に
在

学
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
民
年
金
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

大
曲
年
金
事
務
所（
大
仙
市
大
曲
通
町
） 

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
６

　
仙
北
市
で
は
、
住
民
が
行
う
集

落
集
会
所
な
ど
の
建
築
も
し
く
は

修
繕
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か

ら
、
新
た
に
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対

し
て
も
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

● 

補
助
対
象
者
／
自
治
会
、
町
内

会
、
集
落
会
な
ど

仙
北
市
集
落
集
会
所
な
ど
の
建
築
費
お
よ
び

エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
補
助
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
１

※ 

実
施
金
額
に
は
、
備
品
購
入
費
、
解

体
費
、
土
地
関
係
費
、
既
設
エ
ア
コ

ン
の
撤
去
費
・
処
分
費
を
含
み
ま
せ

ん
。

※ 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
、
屋
外
で
使
用

可
能
な
冷
風
機
な
ど
を
含
み
ま
せ

ん
。

※ 

ト
イ
レ
の
水
洗
化
か
つ
雑
排
水
の
浄

化
設
備
の
施
工
を
含
む
場
合
は
、
加

算
が
あ
り
ま
す
。

※ 
財
産
区
の
区
域
内
に
お
け
る
集
落
集

会
所
な
ど
の
場
合
は
、
加
算
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

以
前
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
場
合
は
、
５
年
を
経
過
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

● 

申
請
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈬
～
６

月
30
日
㈫

※ 

先
着
順
と
し
、
予
算
を
超
え
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※ 

募
集
期
間
後
に
予
算
が
残
っ
て
い
る

場
合
は
随
時
募
集
し
ま
す
。

補助対象事業 補助率 限度額

新築工事 実施金額の 5分の 1以内 120万円

増築、改築、改装、補修工事、
または既存建物の取得 実施金額の 2分の 1以内 60万円

エアコン設置 実施金額の 2分の 1以内 10万円

● 補助対象事業・補助率・限度額／
　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
元
々
の
臨

時
職
員
の
こ
と
で
、
こ
の
度
の
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
大
き
く
制
度
が
変
わ

り
ま
す
。

● 

募
集
職
種
・
人
数
／
介
護
員
・
2
人

※ 

募
集
の
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

仙
北
市
介
護
老
人
保
健
施
設
に
し
き
園
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】に
し
き
園（
西
木
町
門
屋
） 

☎（
47
）３
２
１
１

● 

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
）と
履
歴
書
を

に
し
き
園
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送

不
可
）。

● 

選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で

各
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

　

ヨ 

ガ
教
室

健
康
な
体
作
り
に

　

ヨ
ガ
の
基
本
的
な
呼
吸
や
姿
勢
を
学
び
、

健
康
な
心
と
体
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
無
理
な

く
楽
し
く
、
ま
た
、
少
し
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
、
自
宅
で
も
で
き
る
の
で
お
す
す
め
で

す
。
ヨ
ガ
が
初
め
て
の
方
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

● 

日
時
／
４
月
26
日
、
５
月
31
日
、
６
月
21
日
、

７
月
26
日
、
８
月
23
日（
毎
月
日
曜
日・全
５

回
） 10
時
～
11
時
30
分

● 

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー 

大
集
会

室
●
対
象
／
小
学
生
以
上

● 

講
師
／
佐
藤
さ
や
か
氏（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
２
０
０

資
格
取
得
者
）

● 
持
ち
物
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

● 

受
講
料
／
１
回
に
つ
き
５
０
０
円（
小
学
生

は
無
料
）

●
定
員
／
10
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
４
月
２
日
㈭
～
15
日
㈬

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

春
に
向
け
て

　

編 

み
物
サ
ー
ク
ル

　

２
月
下
旬
か
ら
農
繁
期
前
ま
で
、
上
桧
木

内
の
山
鳩
館
で
編
み
物
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
編
み
物
サ
ー
ク

ル
は
、
棒
編
み
や
カ
ギ
編
み
と
い
っ
た
手
編

み
で
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

サ
ー
ク
ル
は
、
専
用
の
編
み
機
を
利
用
す
る

機
械
編
み
で
セ
ー
タ
ー
な
ど
を
作
っ
て
い
ま

す
。

　
作
品
を
作
る
時
は
集
中
し
な
が
ら
も
、
気

の
合
う
仲
間
と
談
笑
し
な
が
ら
、
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　

ひ 

し
餅
型

お
寿
司
作
り
教
室　

　
２
月
27
日
、
28
日
、
旧
石
黒（
恵
）家
を
会

場
に
ひ
し
餅
型
お
寿
司
作
り
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
年
、
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り
に
合
わ
せ
、

料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

講
師
に
浅
利
久
美
子
さ
ん
を
迎
え
、
ひ
し
餅

型
お
寿
司
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
受
講

者
の
皆
さ
ん
は
、
浅
利
さ
ん
の
食
の
ア
レ
ン

ジ
に
真
剣
な
眼
差
し
で
メ
モ
を
取
り
、
レ
シ

ピ
を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
お
寿
司
は
美
味
し
い
だ
け

で
な
く
、
見
た
目
も
可
愛
ら
し
い
も
の
で
、

受
講
者
か
ら
は
、「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
ま
た
一

つ
増
え
た
」と
好
評
で
し
た
。

　
お
知
ら
せ

熱心に機械を操作しています。

様々な材料を組み合わせて作ります。

読みやすい、魅力的な本
が揃っています。

読 

書
活
動
推
進

パ
ー
ト
ナ
ー
支
援
事
業

　
仙
北
市
で
は
、
読

書
活
動
の
推
進
に
よ

り
、
心
豊
か
な
人
々

の
多
い
元
気
な
ま

ち
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
本

を
手
に
取
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
秋
田

県
が
実
施
し
て
い
る
読
書
活
動
推
進
パ
ー
ト

ナ
ー
支
援
事
業
を
活
用
し
、「
東
風
の
湯
」、「
ク

リ
オ
ン
」、「
花
葉
館
」に
図
書
を
設
置
し
ま
し

た
。
入
浴
法
や
郷
土
に
関
す
る
本
の
ほ
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
利
用
者
層
に
合
わ
せ
た
本

を
選
書
し
て
い
ま
す
。

　
入
浴
後
に
本
を
手
に
と
っ
て
、
心
も
体
も

癒
や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

地域の生涯学習窓口として
今年度もがんばります !!

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
広
く
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
度
も
各
公

民
館
で
は
様
々
な
講
座
や
教
室
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
も
「
あ
ん
な
講
座
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
」「
生
き
が
い
作
り
（
生
涯
学

習
）
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
み
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
公
民
館
に
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

 新着図書を紹介します   

▼デス・ストランディング ノベライズ スチールブック (R)
エディション《小島秀夫 / 原作、野島一人 / 著》　 ▼暗い林
を抜けて《黒川創》　 ▼この素晴らしき世界《東野幸治》　 ▼

娘を奪われたあの日から－名古屋闇サイト殺人事件・遺族
の 12年－《NHK「事件の涙」取材班》　 ▼言葉と物〈新装版〉－人文
科学の考古学－《ミシェル・フーコー / 著、渡辺一民 / 訳、佐々木
明 / 訳》　 ▼サンセット・パーク《ポール・オースター / 著、柴田元
幸 / 訳》　 ▼ドナルド・キーン著作集 別巻 補遺 : 日本を訳す / 書誌《ド
ナルド・キーン》　 ▼生きるための辞書－十字路が見える－《北方謙
三》　 ▼フラウの戦争論《霧島兵庫》　 ▼日本文学を読む・日本の面影

《ドナルド・キーン》　 ▼国家・企業・通貨－グローバリズムの不都
合な未来－《岩村充》　　　　●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

田沢湖図書館 ☎43-1307
6日月   13日月   20日月   27日月
29日水・祝   30日木（月末）

4月の
休館日

 新着図書を紹介します   

▼金足農業、燃ゆ《中村計》　 ▼楡の墓《浮穴みみ》　 ▼うちの
父が運転をやめません《垣谷美雨》　 ▼野菜まるごと畑のびん
詰め 季節のファームキャニング《西村千恵》　 ▼カラーモン
スター きもちはなにいろ？《アナ・
レナス》　 ▼へんかしら そうかしら

（ひまわりえほんシリーズ）《内田
麟太郎》
●このほかたくさんの児童書・一般書
の新刊が入ってきています。

学習資料館 ☎43-3333 6日月   13日月   20日月   27日月   29日水・祝
30日木（月末）

4月の
休館日

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 4日土～ 10日金（展示替え休館）  13日月4月の

休館日

会期中、市内外から多くのお客さまに足を運んでいただき誠にありがとうございました。大好評を得ました「椎名其二展」
は、４月11日㈯から、装いを新たに第二弾をお届けします。

　自分のお気に入りの本を POP（ポップ）で紹介する生保内
小学校 POP コンクール。
　その入賞 POP を、３月に引き続き田沢湖図書館で展示中！
貸し出しもできるので、中学生になった皆さんも、また図書
館に来てくださいね。

ポ
ロ
ッ
ク
生
命
体《

瀬
名
秀
明
》

両図書館の行事については、変更になる場合があります。

次回企画展 「其
ソノジ

ニ  其
ソノニ
ノニ」～これこそ私の願ひだった～

「ファーブル昆虫記を訳した椎名其二」展　いよいよ最終日を迎えます！

－  4月11日㈯～7月15日㈬  －

「はじめてシリーズ～いろいろなこと」特集４
月
の
テ
ー
マ
展
示

知育絵本やはじめての育児をサポートする本を紹介

します。

「さくらの本」特集
春爛漫の桜の季節到来。「さくら」をテーマにたくさ

んの本を展示します。

生保内小学校
POP コンクール

入賞作品！

テーマ展示

わ
か
れ
縁

《
西
條
奈
加
》

お
は
な
み
バ
ス

《
い
り
や
ま
さ
と
し
》

ファーブル昆虫記を
訳した椎名其二展

　「とことこタイム」と「おはなし玉手箱」は、コロナ
ウイルスの感染拡大防止の対策のため 4月はお休みし
ます。

　「おはなしかい うさぎのみみ」は、コロナウイルスの
感染拡大防止の対策のため 4月はお休みします。

女
た
ち
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

《
小
柳
ち
ひ
ろ
》

裏
切
り
の
大
統
領
マ
ク
ロ
ン
へ

《
フ
ラ
ン
ソ
ワ・リ
ュ
フ
ァ
ン
／
著
、

飛
幡
祐
規
／
訳
》
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４
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子育 て イン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

日にち 受付時間 内容

7日 ㈫・21日 ㈫ 13:15 ～ 13:30 ・母子手帳交付
・妊婦健診受診票発行
・保健師と栄養士の話
・支援プラン作成13日 ㈪・28日 ㈫ 9:45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード（届出住
所とカード住所が一致していない場合は、市民課での手続きが必要で
す）③本人確認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付
日にち 健診名 対象者 受付時間
9日㈭ 3 歳 6 か月児 H28年8月～9月生 12:45～13:00

16日㈭
3・4 か月児 Ｒ 1 年 12月生

13:00～13:15
9・10 か月児 Ｒ 1 年 5月生

17日㈮ 2 歳 6 か月児歯 H29年8月～9月生

12:45～13:00
23日㈭ 1 歳 6 か月児

H30年8月～
9月20日生

乳幼児健診 こどもカレンダー
月4

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》55-1112　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・栄養士が対応します。

日にち 内容 対象者 時間

15日㈬
ベビーマッサージ・
交流会

2か月後半～
1歳未満

受付9:20～  9:30
講座9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】  ★子育てサークルなどへの支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで
も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜
日の 9:00 ～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

1歳3か月児健康相談
日にち 相談名 対象者 受付時間

10日㈮ 1 歳 3 か月児 H30年11月16日
～ 12 月31日生 9:45 ～ 10:00

日にち 相談名 対象者 受付時間
8日㈬

7 か月児
R1年8月生

9:30 ～ 9:45
22日㈬ R1年9月生

乳児食育教室『もぐもぐランド』

◆場所  健康管理センター（角館） ◆問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

21 日火／はじめましての会

わいわい広場（神代こども園内）
☎44-2502　FAX44-2931　時間9:30～11:30

すくすく成長記録Day

９日 木  10：00 ～11：00

　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお
子さんの身長体重を測って記録してみましょう。
　子育てのお悩みも相談できます。

予約
不要

子育てサポート　「はっぴい・マム」
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申し込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山
側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

問
合
せ

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494

22 日水／はじめましての会
※詳しいことは、はなさき仙北のホームページで確認してください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎43-1025　FAX43-3256　時間9:30～11:30

なかよしルーム（にこにここども園内）
☎47-2525　FAX47-2323　時間9:30～11:30

16 日木／はじめましての会
23 日木／こども園で遊ぼう・こいのぼりを作ってみよう
※水分補給できるものを持参してください。
※天気のよい日は園庭で遊びます。帽子・外靴・着替え・汗拭き

タオルなどを持参してください。

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎48-2345　FAX48-2525　時間9:30～11:30

月曜日～金曜日の 9:30 ～ 11:30 まで随時、園を開放して
いますので、遊びにきてください。
※ 5 月から、第 3 火曜日の 9:30 ～ 11:30 にさくらんぼルームを

開催します。

さくラッコのイベントは無料です！

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

6日㈪・13日㈪
20日㈪・27日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※  20 日は身体計測日です。助産師による相談もあります。希望のお子さんは母子手帳をご持参
ください。

お子さんのお誕生月にあそびに来てくれた方には、お
誕生日カードをプレゼントします！

だしっこルームとわいわい広場の情
報は、仙北市ホームページのほか、
はなさき仙北のホームページからも
ご確認いただけます。 仙北市 はなさき仙北

わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

24 日 金  10：30 ～11：30
　はじめましての会　

　わくわく、どきどきの新年度がスタート！
　新しいお友だちたくさんできるかな？お茶を飲みなが
ら、楽しくおしゃべり＆情報交換をしてみませんか？転勤
してきたばかりの親子や妊婦さんもお待ちしています！

予約
不要 おひさまルーム（角館こども園内）

☎53-2918　FAX53-2919　時間9:30～11:30

28 日火／はじめましての会
※着替えやおむつなどは各自で準備をお願いします。

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
4月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　1 日・8 日・15 日・22 日
　木曜日 　2 日・9 日・16 日・23 日・30 日
　金曜日 　3 日・10 日・17 日・24 日

予約
不要

あつまれ！0歳児 !!

（0 歳児以上のお子さんも参加可能です）

17 日 金  10：30～14：30
　お昼寝アート　
　季節の壁紙をバックにお子さんをねんねやお座りをさせ
て、写真をパチリ！その時の月齢でしか撮ることのできな
い 1 枚をぜひ撮りにきてください !!
※ 2L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

予約
不要

　

　「まだねんねしている赤ちゃんだから、遊びに行けませ
んか？」というお電話をよくいただきます。そんなこと
はありません！というわけで、「あつまれ！0歳児 !!」と
して0歳児向けのイベントを月1回開催します。ぜひ
チェックして遊びにきてください！もちろん0歳児以上
のお子さんも参加できます。
　昨年同様の親子、ママが楽しめるイベント「わくわく
広場」「すくすく成長記録Day」も引き続きよろしくお願
いします！

さくラッコも新年度を迎えました！
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● 

田
沢
診
療
所
を
廃
止

● 

田
沢
幼
稚
園
を
廃
止

● 

か
み
ひ
の
き
な
い
保
育
園
を
廃
止

行政運営の効率化を図るため、組織の見直しを行います。

機構改革と人事異動
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援
班
長（
主
査
）樋
口
紀
子 

▼

主
任（
再
任
用
）高
橋
精
一

【
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）】▼
所
長
補
佐（
教
育
総
務
課
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）千
代
雅
和 

▼
技
術
主
任

（
中
川
小
学
校
技
術
主
任
）戸
嶋
好

【
上
桧
木
内
出
張
所（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）】

▼
所
長
補
佐
兼
地
域
支
援
班
長（
角
館
地
域

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）佐
藤
潔

 

市
民
福
祉
部 

【
市
民
生
活
課
】▼
課
長《
兼
務
》渡
辺
美
幸 

▼

課
長
補
佐（
消
費
生
活
係
長
）伊
藤
香 

▼
課

長
補
佐（
神
代
出
張
所
地
域
支
援
班
長
）草

彅
聡 

▼
消
費
生
活
係
長（
総
務
課
主
査《
自

治
労
秋
田
県
本
部
専
従
》）鈴
木
匡
尚 

▼
国

民
年
金
係
長（
国
保
年
金
係
長
）栗
原
由
紀

子 

▼
係
長《
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組

合
派
遣
》（
企
画
政
策
課
係
長《
北
秋
田
市
派

遣
》）戸
堀
忠
俊 

▼
国
民
健
康
保
険
係
長（
主

査
）佐
藤
真 

▼
主
事《
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
》（
社
会
福
祉
課
主
事
）雲
雀
大

亮 

▼
主
事（
新
規
採
用
）柏
谷
真
澄

【
神
代
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》渡
辺
美
幸 

▼
参
事《
兼
務
》清
水
洋
衛 

▼
主
査《
兼
務
》

樋
口
紀
子 

▼
主
任《
兼
務
》高
橋
精
一 

▼
看

護
師（
再
任
用
）佐
々
木
美
佐
子

【
社
会
福
祉
課
】▼
課
長
兼
障
が
い
福
祉
係
長

（
課
長
）大
澤
裕
司 

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
政

策
係
長（
福
祉
政
策
係
長
）藤
川
美
紀 

▼
主

任（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
）古
賀
亮
子 

▼
主
任（
主
事
）鈴
木
義
規 

▼
主
事（
新
規
採

用
）赤
上
健

【
子
育
て
推
進
課
】▼
課
長（
観
光
課
参
事《（
一

社
）田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
派
遣
》）髙
倉

正
人 

▼
参
事《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙

北
派
遣
》（
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
参
事
兼

園
長
）毛
江
田
ゆ
か
り 

▼
子
育
て
支
援
係
長

（
主
査
）藤
村
香
織 

▼
主
査（
再
任
用
）浅
利

美
智
子 

▼
主
査《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き

仙
北
派
遣
》（
角
館
こ
ど
も
園
主
査
保
育
教

諭
）戸
村
友
紀
子 

▼
主
事《
社
会
福
祉
法
人

は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》（
角
館
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
）相
馬
千
穂 

▼
主
事《
社
会
福
祉
法

人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》（
角
館
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）八
柳
友
佳
里

【
角
館
こ
ど
も
園
】▼
副
園
長（
主
査
保
育
教

諭
）鬼
川
眞
由
美 

▼
副
園
長（
主
査
保
育
教

諭
）大
沼
佳
子 

▼
主
査
保
育
教
諭（
子
育
て

推
進
課
主
査《
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙

北
派
遣
》）横
田
笑
子 

▼
主
査
保
育
教
諭（
中

川
保
育
園
主
査
保
育
士
）村
田
信
子 

▼
主
任

保
育
教
諭（
再
任
用
）能
美
千
恵
子 

▼
保
育

教
諭（
子
育
て
推
進
課
主
事《
社
会
福
祉
法

人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）小
久
保
佳
代 

▼

保
育
教
諭（
子
育
て
推
進
課
主
事《
社
会
福

祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）長
橋
大
輔 

▼
保
育
教
諭（
子
育
て
推
進
課
主
事《
社
会

福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
》）田
中
希 

▼
栄
養
士（
再
任
用
）羽
崎
美
鈴

【
白
岩
小
百
合
保
育
園
】▼
参
事
兼
園
長（
角
館

こ
ど
も
園
副
園
長
）浅
利
ま
ゆ
み 

▼
副
園
長

（
角
館
こ
ど
も
園
副
園
長
）松
橋
千
幸

【
角
館
西
保
育
園
】▼
参
事
兼
園
長（
副
園
長
）稲

田
文
子 

▼
副
園
長（
主
査
保
育
士
）秋
山
千
秋 

▼
主
任
保
育
士（
再
任
用
）信
田
千
鶴
子

【
中
川
保
育
園
】▼
主
査
保
育
士（
角
館
こ
ど
も

園
主
査
保
育
教
諭
）柏
谷
郁
美

【
長
寿
支
援
課
】▼
課
長《
兼
務
》高
橋
重
悦 

▼

長
寿
い
き
が
い
係
長（
市
民
生
活
課
主
査
）

高
橋
章
典 

▼
主
査（
再
任
用
）（
上
桧
木
内

出
張
所
主
査《
再
任
用
》）浅
利
浩
子 

▼
主
任

《
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
》（
再

任
用
）吉
村
美
由
喜

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
所
長
補
佐
）

佐
藤
富
美
子 

▼
係
長（
係
長《
大
曲
仙
北
広

域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
》）藤
原
水
無
子 

▼

主
任
保
健
師（
保
健
師
）若
松
香
奈
子 

▼
保

健
師（
新
規
採
用
）高
橋
沙
綾 

▼
主
任
理
学

療
法
士（
に
し
き
園
主
任
理
学
療
法
士
）小

松
嘉
彦

【
に
し
き
園
】▼
事
務
長
補
佐（
係
長
）渡
部
奈

那
緒 

▼
係
長（
長
寿
支
援
課
主
査
）青
山
昌

宏 

▼
主
任
看
護
師（
看
護
師
）鈴
木
千
賀
子

【
保
健
課
】▼
課
長（
市
民
生
活
課
参
事
）草
彅

秀
典 

▼
参
事《
医
療
管
理
課
併
任
》（
課
長
補

中
川
小
学
校

4
月
1
日
付

機
構
改
革を

お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

中
川
小
学
校
を
角
館
小
学
校
に
統
合

●  

に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
、
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
の

運
営
を
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
へ
移
譲

角
館
小
学
校

角
館
小
学
校

廃
止

統
合田

沢
湖

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

●  

３
地
区
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
一
つ（
総
合

給
食
セ
ン
タ
ー
）に
統
合

角
館

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

西
木

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

総合給食センター

移
譲

令和 2 年度機構改革と人事異動
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佐《
医
療
管
理
課
併
任
》）樋
口
幸
一 

▼
母
子

保
健
係
長
兼
主
任
保
健
師（
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
任
保
健
師
）田
口
美
智
子 

▼
保
健
師

（
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課
保
健
師
）大

山
あ
り
さ 
▼
保
健
師（
新
規
採
用
）藤
田
美

波 

▼
保
健
師（
新
規
採
用
）江
橋
舞
羽 

▼
主

任
作
業
療
法
士（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任

作
業
療
法
士
）千
葉
敦
子

【
田
沢
湖
歯
科
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》草

彅
秀
典

【
西
明
寺
診
療
所
】▼
事
務
長《
兼
務
》草
彅
秀
典

 

観
光
商
工
部 

【
観
光
課
】▼
課
長
兼
観
光
係
長
兼
農
山
村
体

験
デ
ザ
イ
ン
室
長（
課
長
兼
農
山
村
体
験
デ

ザ
イ
ン
室
長
）泉
谷
衆 

▼
主
査（
再
任
用
）

《（
一
社
）田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
派
遣
》

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査《
再
任
用
》）髙
橋

和
宏 

▼
主
事（
教
育
総
務
課
主
事
）鈴
木
美

結 

▼
主
事（
農
業
振
興
課
主
事
）佐
藤
丞 

▼

主
事《
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
派
遣
》（
主

事
）小
松
尚
哉

【
国
際
交
流
推
進
室
】▼
係
長（
農
業
振
興
課
係

長《
㈱
あ
き
た
食
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
派
遣
》）

高
橋
康

【
商
工
課
】▼
課
長（
参
事
兼
雇
用
企
業
振
興
係

長《
企
業
誘
致
専
門
員
》）阿
部
聡 

▼
課
長
補

佐
兼
雇
用
企
業
振
興
係
長（
課
長
補
佐
兼
商

工
物
産
係
長
）栗
原
和
彦 

▼
商
工
物
産
係
長

（
市
民
生
活
課
主
査
）鈴
木
航 

▼
主
任《
秋

田
県
企
業
立
地
事
務
所
派
遣
》（
主
事《
秋
田

県
産
業
集
積
課
派
遣
》）高
橋
禎
人

【
角
館
樺
細
工
伝
承
館
】▼
館
長《
兼
務
》柏
谷

真
一 

▼
主
事（
再
任
用
）金
本
義
明

 

農
林
部 

【
農
業
振
興
課
】▼
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係

長（
農
業
振
興
係
長
）武
藤
寛
幸 

▼
係
長

《
㈱
あ
き
た
食
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
派
遣
》（
国

際
交
流
推
進
室
係
長
）佐
藤
善
文

【
農
林
整
備
課
】▼
課
長《
兼
務
》赤
倉
一
男 

▼

林
務
係
長（
上
下
水
道
課
主
査
）佐
藤
勉 

▼

農
村
整
備
係
長（
農
村
整
備
係
長
兼
林
務
係

長
）千
葉
圭
二 

▼
主
事（
新
規
採
用
）佐
々

木
彩
斗

 
建
設
部 

【
建
設
課
】▼
課
長（
参
事
）三
木
啓
元 

▼
参
事

（
市
民
生
活
課
課
長
補
佐《
大
曲
仙
北
広
域

市
町
村
圏
組
合
派
遣
》）松
本
賢
悟 

▼
参
事

（
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）高
橋
達 

▼
課
長

補
佐
兼
都
市
計
画
係
長（
都
市
計
画
係
長
）

藤
原
正
輝 

▼
管
理
係
長（
主
査
）上
野
美
田

子 

▼
工
事
係
長（
主
査
）水
平
隆
行 

▼
主
査

（
主
任
）伊
藤
勇
也 

▼
主
査（
農
林
整
備
課

主
査
）大
澤
渉 

▼
主
事《
秋
田
河
川
国
道
事

務
所
派
遣
》（
総
合
防
災
課
主
事
）佐
藤
裕
花

【
上
下
水
道
課
】▼
課
長《
兼
務
》橋
本
定
美 
▼

参
事（
課
長
補
佐
）田
口
真
吾 

▼
課
長
補
佐

兼
工
務
係
長（
課
長
補
佐
）茂
木
剛 

▼
課
長

補
佐（
総
務
係
長
）木
元
康
幸 

▼
総
務
係

長（
財
政
課
財
政
係
長
）佐
藤
博
範 

▼
主
査

《
上
下
水
道
専
門
官
》（
再
任
用
）西
宮
雅
成 

▼
主
査《
併
任
》金
谷
孝
昭

 

会
計
管
理
者 

【
会
計
課
】▼
主
事（
税
務
課
主
事
）藤
村
奈
々

【
契
約
検
査
室
】▼
室
長（
建
設
課
課
長
補
佐
）

渡
邉
敬

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

【
教
育
総
務
課
】▼
課
長《
兼
務
》朝
水
勝
巳 

▼

課
長
補
佐（
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）小
林

龍
夫 

▼
課
長
補
佐（
子
育
て
推
進
課
課
長
補

佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）湯
澤
満 

▼
教
育

指
導
係
長（
主
査
）伊
藤
美
佳 

▼
総
務
係
長

（
教
育
指
導
係
長
）齋
藤
千
春 

▼
管
理
係
長

（
主
査
）丹
野
広
史 

▼
主
任《
技
師
》（
主
事

《
技
師
》)

国
井
武

【
生
保
内
小
学
校
】▼
技
術
主
任（
技
術
員
）伊

藤
里
巳

【
角
館
中
学
校
】▼
技
術
主
任（
技
術
員
）細
川

博
文

【
生
保
内
中
学
校
】▼
技
術
員（
神
代
中
学
校
技

術
員
）高
橋
真
紀
子

【
神
代
中
学
校
】▼
技
術
員（
生
保
内
中
学
校
技

術
員
）糸
井
健
作

【
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
角
館
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
参
事
兼
所
長
）千
葉
幸
仁 

▼
参

事（
西
木
公
民
館
参
事
兼
館
長
）真
崎
智
明 

▼
係
長（
西
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）

伊
藤
薫

【
田
沢
湖
公
民
館
】▼
参
事
兼
館
長（
田
沢
湖
地

域
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）髙
橋
良
宣 

▼
館
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
事
業
係
長（
庶
務
係
長

兼
事
業
係
長
）大
石
基

【
西
木
公
民
館
】▼
参
事
兼
館
長（
田
沢
湖
公
民

館
参
事
兼
館
長
）保
坂
博
明

【
市
民
会
館
】▼
館
長
補
佐
兼
業
務
係
長
兼
管
理

係
長（
業
務
係
長
兼
管
理
係
長
）信
田
昌
史

【
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
】▼
館
長

《
併
任
》藤
原
真
栄 

▼
業
務
係
長
兼
管
理
係

長（
主
査
）明
平
裕
子 

▼
主
事（
新
規
採
用
）

赤
倉
き
ら
ら

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】▼
課
長《
兼
務
》髙
橋
德

夫 

▼
課
長
補
佐（
財
政
課
課
長
補
佐
）若
松

正
輝 

▼
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）平
岡
太
一

【
文
化
財
課
】▼
課
長《
兼
務
》冨
木
弘
一 

【
平
福
記
念
美
術
館
】▼
館
長《
兼
務
》冨
木
弘
一

 

議
会
事
務
局 

　

▼
事
務
局
長
補
佐
兼
総
務
係
長（
総
務
係
長
）

髙
橋
由
紀

 

監
査
委
員
事
務
局 

　

▼
事
務
局
長（
教
育
次
長
兼
学
習
資
料
館
・

イ
ベ
ン
ト
交
流
館
長
兼
業
務
係
長
兼
管
理

係
長
）冨
岡
美
津
子

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

　

▼
事
務
局
長（
子
育
て
推
進
課
長
）嶋
村
寅
年
子

 

医
療
局 

　

▼
副
管
理
者《
兼
務
》佐
々
木
英
人

【
医
療
管
理
課
】▼
参
事
兼
総
務
係
長（
課
長
補

佐
兼
総
務
係
長
）樋
口
幸
一 

▼
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
兼
経
営
企
画
推
進
室
室
長
補

佐（
管
理
係
長
兼
経
営
企
画
推
進
室
室
長
補

佐
）山
信
田
大
作

 

市
立
田
沢
湖
病
院 

【
診
療
科
】▼
副
院
長（
任
期
付
職
員
）星
野
良

平 

▼
主
任
診
療
放
射
線
技
師（
神
代
診
療
所

主
任
診
療
放
射
線
技
師
）浅
利
聡 

▼
主
任
診

療
放
射
線
技
師（
再
任
用
）齊
藤
龍
晴

【
事
務
局（
総
務
管
理
課
）】▼
事
務
長《
兼
務
》

藤
村
史
人 

▼
課
長《
兼
務
》藤
村
史
人 

▼
主

任（
再
任
用
）（
田
沢
湖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
任《
再
任
用
》）運
藤
俊
子

 

市
立
角
館
総
合
病
院 

【
診
療
部
】▼
副
院
長
兼
整
形
外
科
科
長
兼
手

術
室
長（
副
院
長
兼
整
形
外
科
科
長
）蝦
名

寿
仁 

▼
診
療
部
長
兼
外
科
科
長
兼
放
射
線

科
長（
外
科
科
長
）中
村
征
勝 

▼
消
化
器
内

科
科
長（
新
規
採
用
）桜
井
達
也 

▼
産
婦
人

科
科
長（
産
婦
人
科
医
長
）木
藤
正
彦 

▼
総

合
診
療
科
科
長《
併
任
》（
秋
田
県
健
康
福
祉

部
医
務
薬
事
課
よ
り
）三
浦
隆
徳 

▼
外
科
兼

消
化
器
内
科
医
師（
新
規
採
用
）大
饗
園
子 

▼
整
形
外
科
医
師（
新
規
採
用
）富
永
健
太 

▼
放
射
線
科
技
師
長（
主
任
診
療
放
射
線
技

師
）佐
藤
亘 

▼
主
任
診
療
放
射
線
技
師（
市

立
田
沢
湖
病
院
主
任
診
療
放
射
線
技
師
）太

田
彰 

▼
主
任
診
療
放
射
線
技
師（
診
療
放
射

線
技
師
）野
呂
和
香
菜 

▼
主
任
臨
床
工
学
技

士（
臨
床
工
学
技
士
）大
河
秀
一 

▼
主
任
臨

床
検
査
技
師（
臨
床
検
査
技
師
）鈴
木
彩
菜 

▼
主
任
作
業
療
法
士（
作
業
療
法
士
）髙
橋

侑
真 

▼
主
任
診
療
放
射
線
技
師（
再
任
用
）

加
羽
馨

【
看
護
部
】▼
看
護
部
長（
副
看
護
部
長
）阿
部

真
須
美 

▼
副
看
護
部
長（
外
来
診
療
室
看
護

師
長
）高
山
純
子 

▼
外
来
診
療
室
看
護
師
長

（
南
病
棟
主
任
看
護
師
）小
林
美
佳 

▼
東
病

棟
看
護
師
長（
東
病
棟
主
任
看
護
師
）齊
藤

典
子 

▼
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師（
南
病
棟

主
任
看
護
師
）千
葉
亜
矢
子 

▼
外
来
診
療
室

主
任
看
護
師（
東
病
棟
主
任
看
護
師
）佐
藤

竜
子 

▼
主
任
看
護
師《
医
療
安
全
》（
看
護
師

《
医
療
安
全
》）茂
木
幸
恵 

▼
東
病
棟
主
任
看

護
師（
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師
）古
郡
加

奈
子 

▼
東
病
棟
主
任
看
護
師（
外
来
診
療
室

主
任
看
護
師
）加
賀
谷
知
美 

▼
南
病
棟
主
任

看
護
師（
外
来
診
療
室
主
任
看
護
師
）大
信

田
友
美 

▼
南
病
棟
主
任
看
護
師（
看
護
師
）

藤
村
朋
恵 

▼
北
病
棟
主
任
看
護
師（
外
来
診

療
室
主
任
看
護
師
）田
澤
公
子 

▼
看
護
師

（
新
規
採
用
）髙
橋
瞳
子 

▼
看
護
師（
新
規

採
用
）丸
田
彩
夏 

▼
看
護
師（
新
規
採
用
）

栗
林
正
弥 

▼
看
護
師（
再
任
用
）八
柳
代
志

子 

▼
看
護
師（
再
任
用
）草
薙
昌
子 

▼
看
護

師（
再
任
用
）川
村
明
美 

▼
看
護
師（
短
時

間
再
任
用
）鈴
木
恵
美
子 

▼
准
看
護
師（
再

任
用
）明
平
ま
ゆ
み 

▼
准
看
護
師（
再
任

用
）藤
元
博
美 

▼
准
看
護
師（
再
任
用
）石

郷
岡
日
登
美

【
事
務
部（
総
務
管
理
課
）】▼
ボ
イ
ラ
ー
技
士

（
新
規
採
用
）千
葉
亮

【
事
務
部（
医
事
課
）▼
主
任
保
健
師（
保
健
課

主
任
保
健
師
）竹
内
由
美
子 

▼
看
護
師
兼
社

会
福
祉
士
兼
精
神
保
健
福
祉
士（
再
任
用
）

茂
木
世
輝
子

 

退
職 

　

▼
阿
部
慶
太（
総
務
部
長
） 

▼
浅
利
和
磨（
市

民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
） 

▼
長
松

谷
光（
会
計
管
理
者
） 

▼
芳
賀
昭
範（
総
務

部
次
長
兼
総
合
防
災
課
長
） 

▼
石
川
一
幸

（
田
沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
田
沢
出

張
所
長
） 

▼
西
宮
雅
成（
建
設
部
次
長
兼
上

下
水
道
課
長
） 

▼
浅
利
美
智
子（
教
育
次
長

兼
教
育
総
務
課
長
兼
田
沢
湖
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
西
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
） 

▼
三
浦
正
紀（
監
査
委
員
事
務
局

長
） 

▼
浅
利
喜
一
郎（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
） 

▼
高
橋
精
一（
財
政
課
参
事
兼
管
財
係

長
兼
国
土
調
査
係
長
） 

▼
信
田
千
鶴
子（
白

岩
小
百
合
保
育
園
参
事
兼
園
長
） 

▼
能
美
千

恵
子（
角
館
西
保
育
園
参
事
兼
園
長
） 

▼
佐

藤
由
紀
子（
に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
参
事
兼
園

長
） 

▼
吉
村
美
由
喜（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
） 

▼
田
口
須
久
美（
社
会
福
祉
課
課
長

補
佐
兼
障
が
い
福
祉
係
長
） 

▼
金
本
義
明

（
角
館
樺
細
工
伝
承
館
主
査
） 

▼
田
口
吉
博

（
事
務
事
業
移
転
室
室
長
補
佐
兼
総
務
課
課

長
補
佐
） 

▼
浦
山
光
子（
白
岩
小
百
合
保
育

園
副
園
長
） 

▼
髙
橋
栄
喜（
総
務
課
技
術
主

任
） 

▼
羽
崎
美
鈴（
角
館
こ
ど
も
園
主
任
栄

養
士
） 

▼
佐
々
木
美
佐
子（
神
代
診
療
所
主

任
看
護
師
） 

▼
齊
藤
龍
晴（
市
立
田
沢
湖
病

院
放
射
線
科
技
師
長
） 

▼
後
藤
薫（
市
立
角

館
総
合
病
院
副
管
理
者
兼
副
院
長
兼
産
婦

人
科
科
長
） 

▼
山
口
卓（
市
立
角
館
総
合
病

院
診
療
部
長
兼
脳
神
経
外
科
科
長
兼
手
術

室
室
長
） 

▼
奥
村
大
志（
市
立
角
館
総
合
病

院
消
化
器
内
科
科
長
） 

▼
関
純
一（
市
立
角

館
総
合
病
院
外
科
医
師
） 

▼
佐
藤
貴
洋（
市

立
角
館
総
合
病
院
整
形
外
科
医
師
） 

▼
髙

瀨
菜
々
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
小
児
科
医

師
） 
▼
加
羽
馨（
市
立
角
館
総
合
病
院
放
射

線
科
技
師
長
） 

▼
戸
堀
健
司（
市
立
角
館
総

合
病
院
主
任
臨
床
検
査
技
師
） 

▼
菅
原
智
恵

子（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
部
長
） 

▼
八

柳
代
志
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
東
病
棟
看

護
師
長
） 

▼
小
山
栄
利
子（
市
立
角
館
総
合

病
院
北
病
棟
主
任
看
護
師
） 
▼
川
村
明
美

（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 
▼
鈴
木
恵

美
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
助
産
師
） 

▼
草

薙
昌
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
助
産
師
） 
▼

髙
橋
賢
聖（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
明
平
ま
ゆ
み（
市
立
角
館
総
合
病
院
准
看

護
師
） 

▼
藤
元
博
美（
市
立
角
館
総
合
病
院

准
看
護
師
） 

▼
石
郷
岡
日
登
美（
市
立
角
館

総
合
病
院
准
看
護
師
） 

▼
朝
水
恵
子（
市
立

角
館
総
合
病
院
医
事
課
課
長
補
佐
） 

▼
茂
木

世
輝
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課
課
長

補
佐
兼
地
域
医
療
連
携
係
長
兼
主
任
看
護

師
兼
社
会
福
祉
士
兼
精
神
保
健
福
祉
士
）

 

帰
任 

　

▼【
放
射
線
科
科
長（
秋
田
県
健
康
福
祉
部
医

務
薬
事
課
）へ
】鈴
木
隼
士（
市
立
角
館
総
合

病
院
）

 

再
任
用
任
期
満
了 

　

▼
藤
原
一
恵（
田
沢
出
張
所
主
任
） 

▼
千
葉

玲
子（
神
代
出
張
所
技
術
員
）

 

総
務
部 

【
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
】▼
館
長
兼
田
沢

湖
再
生
専
門
官（
任
期
付
職
員
）千
葉
俊
成

4
月
２
日
付

機構改革と人事異動

25 2020-4-1広報せんぼく 24Semboku  City  Public  Relations



保
健

と

の

健
康

掲
示
板

保
健
と
健
康
の
掲
示
板

おしらせ
ナビ

大曲仙北歯科医師会 

4月の
休日歯科診療当番医

5日　タケダ歯科クリニック（大仙市大曲飯田）                  ☎0187-62-6480

12日　くぼた歯科医院（仙北市田沢湖）                               ☎0187-43-2233

19日　嶋村歯科クリニック（大仙市大曲中通町）                 ☎0187-62-0410

26日　角間川歯科医院（大仙市角間川町）                            ☎0187-65-3536

　仙北市内では、２月末まで仙北市内９か所でオレンジカフェ（総称）が毎月１回開催されて
いました。３月は、２か所のみでの開催予定でしたが、新型コロナウイルスの影響により 2
か所とも開催を中止しました。4月は下記のひまわりカフェのみでの開催予定となります。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の一つで、認知症の人も家族も地
域の人も誰でも気軽に集い、交流することのできる集いの場です。また、認知症に関する相談にも応じることが
できますので、気軽に参加してスタッフに声をかけてください。
　開催内容の詳細については、直接カフェにお問い合わせください。

オレンジカフェに行ってみませんか !

４月の開催予定

カフェの名称 主催者 場所 開催日・時間 個人負担 連絡先

ひまわりカフェ 長澤早恵 グループホームひまわり
地域交流室

4月18日㈯
14:00 ～ 16:00 100円 55-5272

その他の問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

オレンジカフェに
お手伝いしてみませんか

　認知症サポーターやキャラバンメイト、仙北地域かがやき隊の皆さまで、カフェの
お手伝いをしてみたいという方は、仙北市包括支援センターまでご連絡ください。

※ 新型コロナウイルスの感染拡大予防のため、状況により開催を中止させていただく場合があります。参加をご希望の方は、
直接ひまわりカフェへお問い合わせください。

時間　10:00 ～ 10:50・11:00 ～ 11:50
相談方法　電話相談（要予約）
　※予約締切：当日の9:30まで
　予約された方へは日時にスタッフより電話します。
スタッフ　臨床心理士

4／9木

こころの電話相談

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　心に溜まったことや、気になること、心配なこと、話
してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を飲
みながら一緒に考えていきます。時間内の都合のよいと
きにお気軽にお越しください。

場所　角館交流センター 相談室

4／15水　 時間  10:00～14:00

だれかに話をすると安心する
傾聴ボランティア えくぼの会

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かして酸素を体内に取り
込むことで、血行促進や免疫効果があるといわれています。
仲間と一緒に笑いの効果を実感しましょう。申し込みはい
りません。

受付　9:40～10:00  終了11:30頃
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ・ゲーム・軽体操など
講師　保健師

笑いヨガで仲間との交流プラス健康度アップ！

4／17金

笑いの会

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」などやひきこもりの
こと、家族のこと、あなたのこと、ひとりで悩まないで
話をしてみましょう。

場所　角館交流センター 相談室
相談方法　面談（要予約）
　※予約締切：相談日当日の9:30まで
　予約された方は、直接会場へお越しください。
　※再相談の方は月1回までとさせていただきます。
スタッフ　臨床心理士

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談
4／16木　10:00～10:50 ・ 11:00 ～ 11:50

4／23木　13:30 ～14:30 ・ 15:00 ～ 16:00

4／9木　10:00～12:00・12:00～15:00
内容　▶ AM 保健師による血圧測定、健康相談など
　　　▶ PM 認知症予防軽体操、ゲームなど

毎月第2、第4火曜日開催
傾聴ボランティア かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなどやりたい
ことをやりましょう ! 集いの場「かだれ」が開催されて
いる時間内に心理カウンセラーが個室で傾聴も行います

（予約先 小松 ☎090-2975-3450）。相談は無料ですの
で、相談されたい方は遠慮なくお越しください。

場所　田沢湖健康増進センター　調理室
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

4／23木　10:00～15:00
内容　楽しくおしゃべりタイム・ゲームなど

公共職業訓練 6月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を対象にものづくり分野に関する専門的技能・知
識を習得するための職業訓練を行っています。

【訓練期間】6 月 2 日火 ～ 11 月 27 日金 （6 か月）　　【時間】9:20 ～ 15:40
【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）
【訓練科（定員）】テクニカルオペレーション科（15人）
【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）　　【募集期限】4 月 23 日木 
【応募資格】ハローワークに求職申込をされた方で、新たな技術 ･ 技能を身につけて再就

職を希望される方
【問合せ】秋田職業能力開発促進センター（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講者第一係  

☎018-873-3178

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼難波輝子 ☎43-0782  
田沢湖生保内字水尻7  ▼大楽進 ☎53-
2690  角館町七日町34  ▼新山敦晃 ☎
47-2746  西木町西明寺字宮田18

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 8日 水・市役
所神代出張所 ▼ 15日水・田沢湖総合開
発センター ▼ 16日 木・角館交流セン
ター ▼ 24日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 4月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動として心配ごと相談を行っています。お気軽にご
利用ください。

【日時・場所】 ▼ 8日 水 13:00 ～ 16:00・市役所神代出張所 ▼ 9日 木 13:00 ～ 16:00・社
会福祉協議会角館支所 ▼ 15日水 13:00 ～ 16:00・田沢湖総合開発センター ▼ 20日月 
10:00 ～ 12:00・社会福祉協議会西木支所

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
相
談
相
談
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※ 「えがおサロン」と「若者の居場所」は、4月はお
休みします。
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4月6日～15日は春の
全国交通安全運動です
　「春の全国交通安全運動」が４月６日か
ら 15 日までの 10 日間実施され、期間
中の 4 月 10 日は「交通事故死ゼロを目
指す日」となっています。4 月から新入
学児童・園児が登校・登園します。子ど
もが巻き込まれる交通事故が発生しない
よう、市民の皆さまによる「声かけ」と「安
全運転」をお願いします。

【運動の重点】《全国》 ▼子どもを始めとす
る歩行者の安全の確保 ▼高齢運転者な
どの安全運転の励行 ▼自転車の安全利
用の推進  《地域》横断歩行者の交通事
故防止（特に、横断歩道における歩行
者優先の徹底）～歩行者ファースト意
識の醸成～

【問合せ】 ▼仙北市交通安全対策協議会
（仙北市総合防災課内） ☎43-1115

▼仙北警察署  ☎53-2111
▼仙北地区交通安全協会  ☎54-2332

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和2年度
慰霊巡拝について
　厚生労働省では、旧主要戦域などにお
いて戦没者を慰霊するため、ご遺族を対
象とした慰霊巡拝を実施しています。令
和２年度は次の地域で実施予定ですので、
参加を希望される場合は下記までお問い
合わせください。

【実施地域（申込期限）】 ▼カザフスタン、
旧ソ連（４月上旬） ▼インドネシア、中
国（４月中旬） ▼東部ニューギニア、ビ
スマーク諸島、ミャンマー、トラック
諸島、フィリピン、硫黄島（５月以降）

【問合せ】秋田県健康福祉部福祉政策課 監
査 ･ 援護班  ☎018-860-1318

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
2月受付分、敬称略
◆藤峰成利（角館町山根町）
◆浅利喜一郎（西木町桧木内）
◆運藤良克（田沢湖生保内字武蔵野）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

田沢湖クニマス未来館・
思い出の潟分校の多言語化対応！
　田沢湖クニマス未来館・思い出の潟分校の多言語化対
応 ( 英語、中国語《繁体字》) したポスター・リーフレッ
トを新たに作成しました！
　さらに、田沢湖クニマス未来館では展示パネルに貼付
した QR コードをスマートフォンで読み込むと、パネル
の内容を英語、中国語 ( 繁体字 ) の音声で聞くことがで
きます。仙北市を訪れた英語圏、中国語圏（繁体字）の
方にぜひご利用いただけるよう皆さまからもご案内くだ
さい。

【問合せ】仙北市企画政策課  ☎43-1112

御座石神社
Goza-no-Ishi Shrine

白浜
Shirahama
白濱

田沢湖遊覧船
Tazawako Pleasure Cruise
田澤湖遊覽船

たつこ像
Statue of Tatsuko
辰子像

思い出の潟分校
Kata Branch School

回憶的潟分校

田沢湖クニマス未来館
Lake Tazawa Kunimasu Trout Museum
田澤湖國鱒未來館

田沢湖クニマス未来館
Lake Tazawa Kunimasu Trout Museum
田澤湖國鱒未來館

田沢湖
Lake Tazawa
田澤湖

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」
Tazawako Herb Garden"Heart Herb"
田澤湖香草花園"Heart Herb"

田沢湖キャンプ場
Tazawako Campground
田澤湖露營場

田沢湖駅
Tazawako JR Station
JR田澤湖站
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至玉川温泉
To Tamagawa Onsen
至玉川溫泉

玉川Tama River

On a sunny day, come visit Lake Tazawa and enjoy a peek into the past.

思い出の

潟分校

●Open: Year-Round (9am - 4pm)
●Closed: Every Tuesday (If Tues. is a nat'l holiday, we will be open that day and take the next day off)
●Entry Fee: Adults (H.S. & older): 300 yen, Children: 150 yen (6 and under free)
●Access: By Train & Bus: From Tazawako JR Station, take the Ugo Kotsu Bus "Tazawako Isshusen" (Tazawako 
　Loop) (20 min. ride) to Kami-Takkonoki, then walk about 15 minutes. 
　By Taxi: A 20 min. taxi ride from Tazawako JR Station
　By Car: When you arrive near the Kami-Takkonoki bus stop, turn inland & follow the signs.
●226 Ichinowatari, Tazawako-Kata, Semboku City

●開校日：通年（午前9時～午後4時）  ●休校日：毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
●利用料金：個人：大人300円（高校生以上）／小人150円（6歳未満無料）
●アクセス：電車＆バス：JR田沢湖駅より羽後交通バス「田沢湖一周線」で上田子ノ木下車（約20分）～徒歩15分
　タクシー：JR田沢湖駅より約20分
　自家用車：上田子ノ木バス停から集落側に進む
●〒014-1203 仙北市田沢湖潟字一の渡226

TEL./FAX: 0187-43-0766 

思い出の

潟分校
Kata Branch School

回憶的潟分校

Kata Branch School
回憶的潟分校

出發旅行田澤湖，找尋溫暖的時日、懷舊的時光

Come visit this charming,
historical schoolhouse!

重回懷舊的校園裡吧

●開校日：全年（早上9點～下午4點）　●閉校日：每週二（遇國定假日則隔日休館）
●門票：個人：成人300日幣（高中生以上）／兒童150日幣（未滿六歲幼童免費）
●交通方式：電車&公車：JR田澤湖站搭乘羽後交通公車「田澤湖一周線」，於上田子之木下車（約20分鐘），再徒步十五分鐘
　計程車：JR田澤湖站出發約20分鐘
　自行開車：抵達上田子之木公車站後，往聚落方向繼續前進
●仙北市田澤湖潟字一之渡226

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

オペラをつなぐ仲間による
「クリスマスの夕べ」
出演者募集

【期日】12月20日日

【場所】大曲市民会館（大仙市大曲日の出
町2丁目6-50）

【募集内容（募集人数）】《第1部 オペラ
「アマールと夜の訪問者」》 ▼アマール
役 小学4 ～ 5年生の男子（1人） ▼母親
役 ソプラノまたはメゾソプラノ（1人）
※声楽経験のある方 ▼村人役 男性（10
人）・女性（10人）※合唱経験のある方・
第2部の合唱も兼ねる　《第2部 クリ
スマスキャロルの混声合唱と児童合唱》
合唱経験の有無は問いません

【申込期限】5月7日木

【申込・問合せ】 ▼大曲市民会館 ☎0187-
63-8766（月曜休館）

▼事務局 長澤 ☎0187-84-2346

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集
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Tel: 0187-49-8131, Fax: 0187-49-8151

『｢田沢湖｣富木友治編より』

●Open Year-Round (9am - 4pm)
●Closed: Every Tuesday
　(If Tues. is a nat'l holiday, we will be open that day and take the next day off)
●Entry Fee: Adults (H.S. & older): 300 yen, Children: 150 yen (6 and under free)
●Access: By Train & Bus: From Tazawako JR Station, take the Ugo Kotsu Bus "Tazawako Isshusen" 
　(Tazawako Loop) to Osawa (about 28 min.), then walk about 2 minutes.
　By Taxi: A 20 min. taxi ride from Tazawako JR Station
●4 Yotekosawa, Tazawako-Kata, Semboku, Akita 014-1203

FREE Audio Tour
免 費 語 音 導 覽
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●開館日：通年（午前9時～午後4時）
●休館日：毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
●利用料金：個人：大人300円（高校生以上）／小人150円（6歳児未満無料）
●アクセス：電車＆バス：JR田沢湖駅より羽後交通バス「田沢湖一周線」
　大沢バス停下車、徒歩2分（所要時間約30分）
　タクシー：JR田沢湖駅より約20分
●〒014-1203 仙北市田沢湖潟字ヨテコ沢4

●開館日：全年（早上9點～下午4點）　●休館日：每週二（遇國定假日則隔日休館）
●門票：個人：成人300日幣（高中生以上）／兒童150日幣（未滿6歲的幼童免費）
●交通方式：JR田澤湖站出發，搭乘羽後交通公車「田澤湖一周線」
　於大澤公車站下車後，徒步2分鐘（所需時間共約30分鐘）
　計程車：JR田澤湖站出發約20分鐘
●〒014-1203 仙北市田澤湖潟字yoteko澤4

田 澤 湖 國 鱒 未 來 館
Lake Tazawa Kunimasu Trout Museum
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【問合せ】角館消防署 予防班  ☎54-2302

秋田県内一斉「春の火災予防運動」が始まります！
　4 月 5 日から 11 日までの７日間、秋田県内で一斉に春の火災予防運動が行われます。
春は全国的に空気が乾燥しやすく、また低気圧の発達にともない強風が吹き荒れるため、
万が一火災が発生した際に広範囲に燃え広がる恐れがあります。
　実は 1 年を通して最も火災が多いのは春です。火災の原因は、ごみ焼き、枯れ草の火
入れがほとんどを占めています。また、野焼きや簡易焼却炉によるごみ焼きは法律で禁
止されています。タバコなどの小さな火でも大きな火災につながる危険性がありますの
で、火気の取り扱いには十分注意しましょう。

【対象地域ごとの問合せ】 ▼《角館》角館消防署 予防班  ☎54-2302  ▼《西木》角館消防署
西木分署  ☎48-2324  ▼《田沢湖》角館消防署田沢湖分署  ☎43-1139

住宅用火災警報器設置状況調査について
　火災予防運動期間中、住宅用火災警報器の設置状況についての聞き取りを予定してい
ます。例年は、消防職員がお伺いし調査を実施していましたが、今回は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、電話で調査を行いますので、ご協力よろしくお願いします。
※消防署では消火器や住宅用火災警報器の販売や有料の点検は一切行っていません。

【対象地域】 ▼《角館》雲然地域　 ▼《西木》西明寺…八津地域、桧木内…相内・高屋地域、
上桧木内…左通・堀内地域　 ▼《田沢湖》生保内武蔵野地域

春（3～5月）
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▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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介護保険事務所から　地域密着型サービス事業所を公募します
【公募するサービス】①定期巡回・随時対応型訪問介護看護  ②看護小規模多機能型居宅介

護  ③小規模多機能型居宅介護  ④認知症対応型共同生活介護 ※整備期間は令和2年度中
【応募要件】 ▼設置主体が法人であること ( ②は病床を有する診療所の開設者でも可 ) ▼整

備期間内に事業の開始が可能であること ▼介護保険法第78条の2第4項各号に該当し
ないこと ▼公募に係る説明会に参加すること

【公募に係る説明会】《日時》4月28日 火 10:00 ～ 《場所》大仙市役所仙北庁舎3階第一会
議室

【申込方法】法人名、参加者名、電話番号、開設を希望する事業名、開設予定地、開設予
定時期を明記し、ファックスでお申し込みください ( 参加は2人まで )。

【申込期限】4月23日木  17:00
【申込・問合せ】介護保険事務所 指導監査班
　☎0187-86-3913　FAX 0187-86-3914

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　介護保険料は、6 月に決定される住民税の課税状況などによって、7 月にその年度に納
める金額（確定保険料）が決まりますので、８月・10 月・12 月・2 月の金額は 7 月の
通知書によりお知らせします。確定保険料での徴収ができない 4 月・6 月は昨年度 2 月
の保険料額と同じ金額での徴収となります。なお、4 月から初めて特別徴収が開始され
る方には通知書をお送りしていますが、昨年度から引き続き特別徴収されている方には
お送りしていませんのでご了承ください。

介護保険事務所から
～ 65歳以上の方で介護保険料が特別徴収（年金から差し引き）されている皆さんへ～
4月・6月に特別徴収（年金から差し引き）される
金額は昨年度2月と同じです

【申請・問合せ】 ▼介護保険事務所 保険給付班  ☎0187-86-3911
　 ▼仙北市長寿支援課  ☎43-2281  ▼仙北市包括支援センター  ☎43-2283

4 月 ６月 ８月 10 月 12 月 2 月

10,000 円 10,000 円 12,000 円 12,000 円 12,000 円 12,000 円

合計 20,000 円
※昨年度の 2 月の保険料

額と同じ金額です。

合計 48,000 円
※ 7 月の通知書によりお知らせします。

※上記金額はあくまで例です。7月の確定介護保険料額決定通知書でご確認をお願いします。

例 （6
↑確定保険料年額

8,000 円   -   2
↑4月･6月

0,000 円）  ÷  4
↑8月･10月･12月･2月

回  ＝  12,000 円 / 回

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

戦没者遺骨の DNA 鑑定の実施について
　厚生労働省では４月から、硫黄島およびキリバス共和国ギルバート諸島タラワ環礁の
戦没者のご遺骨について、ご遺族だと思われる方からの申請を募り、厚生労働省保管資
料や申請された死亡場所などの情報にもとづき、ある程度戦没者とのつながりが確認で
きる場合に、DNA 鑑定を実施することにしました。DNA 鑑定を希望される場合は、下
記宛てに申請書をご請求いただくか厚生労働省ホームページから申請書をダウンロード
してください。

【問合せ】厚生労働省社会・援護局事業課鑑定調整室  ☎03-5253-1111（内線4519・
3506）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

多重債務相談窓口のご案内
　東北財務局秋田財務事務所では、借金
を抱え、お悩みの方々からの相談に応じて
います。借金問題は様々な方法で必ず解
決できます。1 人で悩まず、ご相談くださ
い。相談は無料です。

【相談窓口】財務省 東北財務局 秋田財務
事務所 理財課（秋田市山王七丁目1-4 
秋田第二合同庁舎3階）

【時間】月曜日～金曜日（祝日、年末年始除
く）　8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

【問合せ】東北財務局秋田財務事務所理財
課  ☎018-862-4196

▼ ▼ ▼ Consultation相　談
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談
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佐藤良治　 （94 歳・田沢字春山）

田口善六　 （86 歳・田沢字春山）

髙田重勇　 （70 歳・生保内字黒沢野）

鈴木ノブ　 （78 歳・生保内字武蔵野）

山岡隆　　 （75 歳・生保内字武蔵野）

石川サヱ子 （81 歳・生保内字武蔵野）

高橋俊一　 （66 歳・生保内字宮ノ後）

加藤シメ　 （92 歳・生保内字上堂田）

今野タマ　 （83 歳・小松字羽根ケ台）

大山武　　 （87 歳・梅沢字大石野）

大山一郎　 （85 歳・梅沢字西田）

草彅初子　 （81 歳・卒田字荒町）

佐々木サツ （87 歳・卒田字黒倉）

篠原正　　 （81 歳・上菅沢）

菊地幸子　 （96 歳・上野）

梅澤　男　 （89 歳・細越町）

渡邉昭六　 （89 歳・表町上丁）

黒澤ハチヱ （88 歳・山谷川崎黒沢）

渡部博　　 （78 歳・山谷川崎字川崎）

冨永愛　 　（100 歳・川原寺前）

伊藤トメ　 （89 歳・西長野上野）

辻喜市郎　 （88 歳・雲然田中）

鈴木幸　　 （88 歳・下延大瀬蔵野）

髙橋タキ　 （89 歳・白岩上ノ台）

下田フミ　 （99 歳・白岩高屋敷）

加藤慶治　 （91 歳・薗田別当村）

田口ツキノ （98 歳 ･ 桧木内字松葉）

猪本優子　 （55 歳・西明寺字梨子木台）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

倉橋蘭
らん

　　（大地・生保内字下手倉）

佐藤百
も か

栞　（貴文・上菅沢）

浅利知
ち か

花　（大輔・上菅沢）

進藤陽
あ さ ひ

飛　　（光輝・下菅沢）

田口莉
り く

徠　　（剛・小勝田中川原）

佐々木雄
ゆ う し

士　（孝雄・小渕野字中関）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

37 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 2 年 3 月１日現在）

出生
31 人

死亡 転入 転出
30 人

人口 25,774 人
（－ 29）　

男  12,016 人 （－ 12）
女  13,758 人 （－ 17）

世帯数 10,568 世帯 （－ 2）

戸籍の
 窓口から
―2月届出分・敬称略―

田沢湖   9,643 人
角　館 11,819 人
西　木   4,312 人

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

※表記の価格は全て税込価格です。

information第３セクター耳より情報

畠澤厚子　 （73 歳・西明寺字粧坂）

鈴木トシ子 （93 歳・西明寺字荒町東）

藺藤幸雄　 （84 歳・上荒井字寺村）

芳賀ミヲ子 （84 歳・小渕野字小渕野）

　野ミチ 　（97 歳・西荒井字中野）

 仙北市民憩いの日  今月は 26日㈰
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。

 4 月の定休日のお知らせ
8 日㈬、22 日㈬は定休日のため休館します。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）　東

仙北市カレンダー 4/１水    ～18 土   
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令和 2 年度施政方針
令和 2 年度主要事業
令和 2 年度予算
仙北市の花まつり
旬な情報チャンネル
後期高齢者医療の保険料率が変
わります
仙北市総合給食センターが完成
しました！
市役所からのお知らせ
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
図書館情報局
子育てインフォメーション
令和2 年度機構改革と人事異動
保健と健康の掲示板／おしらせ
ナビ
戸籍の窓口から／第 3 セクター
耳より情報
仙北市カレンダー
広告
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広報担当者の

つ
や き

ぶ

FK　ワニくんロスです。SNS
で話題の「100 日後に死ぬワ
ニ」。主人公ワニくんの日常が
4 コマ漫画で描かれ、最後に

死まであと〇日とカウントダウンされて
いきます。それが毎日投稿されていたの
ですが、先日ついに 0 日を迎えました。
いつもと変わらない1日でも大事にしな
いとなと考えさせられました。今後グッ
ズ販売や映画化がされるようで、しばら
くはワニくんの活躍が見られそうです。

RI　つぶやきを書いていると、
お蔵入りになったボツネタが
たくさんあります。寒い中、
窓全開で白い半袖姿でいる祖

父話やフィンガーボウル事件など…。ど
こかのタイミングで掲載したいですね。

SG　広報係に配属になって
丸 3 年。このつぶやきも数え
ると 72 回目のようです。振
り返って読んでみると、その

時々の気持ちや状況を知ることができて
面白いですね。なんだか日記のようです。
1年後には100 回目前、コツコツと積み
重ねていきたいと思います。さて、今年
度も広報係の体制に変わりありませんの
で、引き続きよろしくお願いします。

4/
１ 水

２ 木

３ 金

４ 土

５ 日 ●春の火災予防運動 P28  11日まで  

６ 月 ●春の全国交通安全運動 P29  15日まで  

●中川保育園、ひのきないこども園入園式

７ 火
●角館こども園、白岩小百合保育園入園式
●角館、生保内、神代、西明寺、桧木内中学校入学式
●角館高校入学式

８ 水

●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00～16:00） P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00～16:00） P27

●角館西保育園、だしのこ園、神代こども園入園式
●西明寺、桧木内小学校入学式
●大曲支援学校 せんぼく校入学式

９ 木

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ10:00～11:00） P21

●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～15:00） P26

●こころの電話相談（10:00～10:50、11:00～11:50） P26

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00～16:00） P27

●にこにここども園入園式
●角館、生保内、神代、白岩小学校入学式

１０ 金

１１ 土
●ファーブル昆虫記を訳した椎名其二展「其二 其ノ二」～これこそ私の願ひだった～（学
習資料館9::00～17:00 ※入館は16:30まで） P19  7月15日まで  

１２ 日

１３ 月

１４ 火

１５ 水
●えくぼの会（角館交流センター10:00～14:00） P26

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13:00～16:00） P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00～16:00） P27

１６ 木 ●こころの相談（角館交流センター10:00～10:50、11:00～11:50） P26

●行政相談所開設日（角館交流センター13:00～16:00） P27

１７ 金 ●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ10:30～14:30） P21

●笑いの会（健康管理センター9:40～11:30頃） P26

１８ 土 ●オレンジカフェ（グループホームひまわり14:00～16:00） P27

●そば打ち教室（神代就業改善センター10:00～） 3/1･P23

 4 月11日㈯から全館オープン！
レストラン・ショップ・温室すべて営業します。
ランチバイキングも同日再開する予定です。
※詳しい日程や変更になる場合はホームページでお知らせします。
ホームページ：http://www.heart-herb.co.jp/

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00 ／土日祝 9:00 ～17:00ハ

 4

7 人

 ペーパークラフト展
4 月 25 日㈯～ 30 日㈭　米蔵 2 階
10:00 ～ 16:30
 レストラン北蔵の日替わりランチ
4 月 20 日㈪～ 5 月 6 日㈬㈷まで日替わりランチはお休みします。
 4 月より販売を開始します！
4 月1日㈬より「谷藤さんのがっこ」の販売を開始します。お求めの
際は米蔵にお立ち寄りください。

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

里

 旅行会などにおすすめ！「日帰りプラン」
お料理 3,500 円　[ 特典 ] ①入湯料サービス　②カラオケ無料
（ご送迎についてもご相談ください）
 温泉三昧！「湯治プラン」（4/10 ㈮ご出発分まで）
2泊3日（5 食付き）お1人様11,000円（ご延泊は1泊2 食付き4,800
円追加。1室 1名様ご利用の場合、ご宿泊1回につき1,100 円追加。）
 「温泉プール」好評営業中！
体力づくり、運動不足解消やリフレッシュにぜひご利用ください♪
▶ [ 営業時間 ]　平日13:30 ～ 20:00
土・日・祝日10:00 ～ 12:00 ／ 13:30 ～ 17:00
▶ [ 利用料金 ]　大人 400 円／小・中学生 200 円
プール入湯セット　大人 700 円／中学生 600 円／小学生 350 円
仙北市在住の 75 歳以上の方は、プール利用料が無料になりますの
で身分証明書をお持ちください。
 4 月のメンテナンス休館日のお知らせ
休館日はありません。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00（入浴受付 20:00 まで）リオン

 グラウンドゴルフの季節になりました！
▶ 4 月の大会予定

1 日㈬～ 17 日㈮　グラウンドゴルフ場無料開放
18 日㈯　月例大会　会員限定（500 円）
26 日㈰　認定更新記念　オープン参加（1,000 円）
30 日㈭　小桜舞子杯　オープン参加（1,000 円）
※大会当日は、出場者専用車両を運行します。
角館駅 8:00 発⇒古城橋・田中住宅付近経由⇒花葉館 8:25 頃着
▶花葉館グラウンドゴルフ友の会会員募集中
年会費 1,000 円　随時、受付しています。
[ 会員特典 ] 会員証提示で、レストラン飲食代 5％割引、入浴料
50 円引き
▶年間プレイパスポート
友の会会員：登録料 2,000 円／友の会非会員：登録料 2,600 円
※証明用写真を 1 枚お持ちください。
※レストラン・入浴の割引はありません。

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花

ルパこまくさ
 入湯料改定のお知らせ
4 月1日㈬より、入湯料を改定させていただきます。
大人 520 円→ 550 円（入湯税 150 円 消費税 10％を含む）

田沢湖生保内駒ケ岳 2-16　☎ 46-2101
時9:00 ～19:00（受付終了18:00）ア
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